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平成11年度「足立区総合実施計画」を策定
～だれもが住みよく、やさしく、活力あるまちをめざして～

平 成11 年 度の 「足 立区 総合 実 施計 画」 が まと

まり まし た 。こ の計 画 は「と き めき ゆ とり

水 辺 のま ち 足 立」を21 世 紀の 将来 像と 定め た

「基 本 構 想」と こ れを 具 体 化 する 「 基 本 計画 」

で 定 めた目 標を 実現 する ため の 総合 計画 です 。

従来 、こ の 「 実施 計 画」 は、3 ヵ 年 計 画と し 、

社 会 の変化 に 柔 軟に 対応 する た め、 事業 の進 捗

に 合 わせ て毎 年 見直し を 行っ て いまし た 。し か

し 、 介護 保険 の 導入 、清 掃 事業 の都 から の移 管

など 社会 情勢 の変 化 に対 応 する ため 、今 年度 か

ら 、上 位 計画 であ る 「基 本 計画 」の 見直し に 着

手 し てい ま す。

こ のた め、 今回 の 計画 は、11 年度1 か 年の 計

画 と し 、12 年 度以 降 の 計 画 は、「基 本 計 画」 の

見 直し に 合わ せて 策定 する 予 定 です 。

今 回 の 実 施 計 画 に つ い て 、大 き な 柱 であ る

「地域 保 健 福祉」「 生 涯学 習推 進」「 まち づくり 」

の 項目 ごと に 、主 な 事業内 容を お 知ら せし ま す 。

地
域
保
健
福
祉

元
気
あ
ふ
れ
る
生
活
を
支
え
る
し
く
み
を
つ
く
る

・

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ー
ケ
ア
ハ
ウ

ス
の
整
備

(
中
央
本
町
四
丁
目

、
西
新
井
五
丁
目

等
)稷

た
き
叮
な

ど
で
常
時
介
護
が
必
要

な
高
齢
者
の
た
め
に

、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
を
進
め
ま
す

。
ま
た
、

身
体
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
居
宅
で
の

生
活
は
不
安
で
あ
る
が
、
入
所
に
よ
り

自
立
し
た
生
活
が
可
觚
と
な
る
高
齢
者

の
た
め
に

、
ケ
ア
(

ウ
ス
を
整
備
し
ま

す

。

・

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

・

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備

(
中
央
本
町
四
丁
目
、皿
沼
二
丁
目
等
)

要
介
護
状
態
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
日

常
生
活
に
即
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

奎
脛
【
す
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

や
、
介
護
保
険
に
対
応
し
、
介
護
に
関

す
る
各
種
相
談
、
助
】亨

指
導
を
行
う

た
め
の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
夲
進
め

ホ
瓦

亜
老
人
保
健
施
設
の
整
備
助
成

(
大
谷
田
五
丁
目
等
》

入
院
治
療
の
必
要
の
な
い
要
介
護
高

齢
者
の
在
宅
生
活
童
文
援
す
る
中
核
施

辰
と
な
る
、
考
人
保
健
施
設
の
整
備
を

助
成
し
、
リ
(
ビ
リ
や
看
護
・
介
護
を

必
要
と
す
喜
『
齢
者
の
目
立
と
家
庭
復

帰
を
支
援
し
ま
す
。

生
涯
学
習
推
進

個
性
豊
か
な
区
民
文
化
を
育
む

・
学
校
の
改
築

(梅
島
小
学
校
、
島
根
小
学
校
)

良
好
な
教
育
環
境
整
備
の
た
め
、
学

校
規
模
の
適
正
化
と
学
区
域
の
再
編
に

配
慮
匚
な
が
ら
、
老
朽
化
し
た
校
舎
・

体
育
館
等
の
改
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
生
涯
学
習
総
合
施
設
の
建
設

♀

住
五
丁
目
(
旧
千
寿
旭
小
学
校

跡
)
)

区
民
の
生
涯
学
習
へ
の
さ
恚
宝
寂

要
望
に
応
え
る
た
め
、
中
核
的
役
割
を

果
た
す
生
涯
学
習
総
合
禀
緊
建
設
し

ま
夛

。
施
設
に
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
、
新
中
央
図
書
館
、
放
送
大
学
学
習

セ
ン
タ
ー
な
ど
涙
逧
し
ま
す
。

・
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設

(北
千
住
駅
西
口
再
開
発
ビ
ル
内
)
　

区
民
の
文
化
・
芸
術
活
動
の
拠
点
と

し
て
、
区
民
ホ
ー
ル
、
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

ま
ち

づ
く
り

魅
力
あ
る
暮
ら
し
の
ス
テ
ー
ジ
(
都
市
・
ま
ち
)
を
つ
く
る

・
防
災
都
市
づ
く
り
事
業

(西
新
井
駅
西
口
周
辺
地
区
)

災
害
に
強
い
都
市
づ
く
9

瓦
吝
的

に
推
進
す
る
た
め
東
京
都
と
協
力
し
、

西
新
井
駅
西
口
周
辺
地
区
の
防
災
都
市

づ
く
り
事
業
を
展
開
匚
稾
す
。こ
の
地

区
で
は
、
住
宅
市
街
地
整
備
総
合
支
援

事
業
、
市
街
地
再
開
発
事
業
、
防
災
生

活
圏
促
進
事
業
な
ど
啻
里
層
的
、
集
中

的
に
実
施
し
ま
す
。

・
震
災
対
策
事
業

(区
内
全
域
対
象
に
効
果
的
救
助
活
動

体
制
強
化
、
西
新
井
駅
竹
ノ
塚
駅
間
跨

線
橋
等
》

災
害
時
の
効
果
的
救
助
活
動
体
制
を

確
立
す
る
た
め
、避
難
所
と
な
る
各
小

中
学
校
な
ど
に
応
急
対
策
用
物
資
を
配

備
す
る
と
と
も
に
、区
民
の
皆
さ
ん
の

自
主
的
な
参
加
に
よ
る
避
難
所
運
営
会

議
の
整
備
を
進
め
ま
す
。ま
た
。学
蟐

橋
梁
な
ど
の
耐
震
補
強
を
行
い
ネ
y
。

・
総
合
住
環
境
整
備
事
業

(
関
原
一
丁
目
地
区
》

木
造
老
朽
家
屋
が
密
集
し
、
道
路
や

緑
地
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
地
区
の
住

環
境
を
改
善
し
、
道
路
・
公
園
な
ど
の

公
共
施
設
が
整
っ
た
、
安
全
で
良
好
な

ま
ち
づ
く
9

螽
返
し
ま
す
。

・
区
内
産
業
活
性
化
事
業

(区
内
全
域
》

区
内
産
業
を
取
ひ
卷
ぐ
環
境
変
化
に

対
応
し
、
区
内
産
業
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
異
業
種
交
流
や
創
業
支
援
事
業

を
展
開
し
、
工
業
活
性
化
の
基
髮
づ
く

口
を
進
め
零
丁
。
ま
た
、
商
店
街
の
環

境
整
備
、
商
店
街
診
断
・
求
瓦
つ
く
り

計
画
へ
の
助
成
な
ど
に
よ
り
、
活
気
あ

る
商
店
街
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

・
交
通
網
の
整
備

(補
助
S
・
2
5
5
号
線
整
備
、(
仮
称
)

六
町
駅
周
辺
地
区
、(
仮
称
)
江
北
駅

周
辺
地
区
等
》

防
災
対
策
や
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
で

あ
る
都
市
計
固
道
路
の
整
備
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、日
暮
里
・
舎
人
線
や
常
磐
新

線
の
建
設
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
新

駅
周
辺
の
萋
弓
く
9

冨
籠
し
ま
す
。

・
市
街
地
再
開
発
事
業

(
北
千
住
駅
西
口
地
区
、
竹
ノ
塚
駅
西

口
南
地
区
等
)

駅
周
辺
既
成
市
街
地
に
、商
業
・
業

務
等
の
活
力
あ
る
都
市
機
能
の
充
実
と
、

土
地
の
t
四
度
利
用
に
よ
る
魅
力
あ
る
都

市
空
間
、
快
適
な
居
住
空
間
等
の
確
保

を
図
り
、
再
開
発
を
促
進
し
ま
す
。

▲ 梅島小学校改築( 完成予想図)

中
央
本
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
(
完
成
予
想
図
)

今号の主な内容
2
・
3
面
ワ
保
険
福
祉
ガ
イ
ド
/
介
護
保
険
Q
&
A
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術

4
・
5
面
マ
足
立
区
教
育
委
員
会
児
童
・
生
徒
褒
賞
/
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

の
お
知
ら
せ
(
足
立
区
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会
ほ

か
)
/
訪
問
…
交
通
局
千
住
自
動
車
営
業
所
/
学
校
ア
ル
バ
ム

6
・
7
面
▽
口
座
振
替
・
前
納
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
/
国
保
夜
間
納
付
相
談
/
催
し

物
ガ
イ
ド
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
/
掲
示
板
/
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

8
面
マ
マ
マ
い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
…
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
/
花
だ
よ
り
/
ス

ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

1
1年
度
区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

区
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、区
政
に
対

す
る
ご
意
見
・
ご
要
J
霎
伺
い
、区
政

執
行
の
参
考
と
す
る
こ
と
否
目
的
と
し

て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。内
容
卜
連
絡
会
議

・
委
嘱
式
へ
の
出
席
(
平
日
・
4
回
程

度
)
/
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
(
6
回
程

度
)
/
施
設
見
学
会
丁
回
)
/
区
政

全
般
に
つ
い
て
の
情
報
・
意
見
・
要
望

等
の
提
出
暖
時
)
/
そ
の
他
広
聴
業

務
へ
の
協
力
任
期
卜
1
1
‥
一
年
4
月
1
日
～

1
2年
3

月
末
日

対
象
卜
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
方
・
-
1
1年4
月
1

日
現
在
2
0歳
以
上
/
足
立
区
に
引
き
続

き
ふ
力
月
以
上
居
住
し
て
い
る
(
日
本

語
が
で
き
る
外
国
人
聚
含
む
)
/
都
内

の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
で
な
い
/
過

去
3
年
間
に
区
政
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し

て
い
な
い

定
員
卜
5
0人

謝
礼
日
会

議
出
席
―
回
3
千
円
/
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
1
回
千
円

申
込
卜
電
話
で
応
募
(

ガ
キ
奩
浸
し
、2
月
1
9日
ま
で
に
必

着

申
・
問
先
目
広
聴
相
談
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

間
違
い
電
話
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か

区
役
所
の
番
号
と
間
違
え
て
電
話
が
か
か
り
、
大
変
迷
惑
を
し
て
い
る
方
が

い
ま
す
。
区
役
所
へ
お
か
け
の
際
は
、
番
号
を
確
認
の
う
え
お
か
け
く
だ
さ
い
。

区
役
所
は
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

区内中小 企業支援啓発標語 足立区で　買おう　 食べよう　 頼もう
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保
健
福
祉

ガ
イ
ド

児
童
手
当
・
特
例
給
付

4
児
童
手
当

出
生
届
を
出
さ
れ
た
方
や
区
外
か
ら

転
入
し
た
方
な
ど
で
、
次
の
要
件
に
該

当
し
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は
児

黍
丕
の
手
続
膏
娶
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

対
象
卜
区
内
に
住
所
が
あ
n
う
歳
未
満

の
児
京
を
養
育
し
て
い
る
方
。

※
所

得
制
限
が
あ
ひ
ま
す
。
な
お
、
公
務
員

の
方
は
勤
務
先
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い

・
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
済
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、
特
例
給
付
の
対

象
に
な
2

チ

。
受
給
資
格
は
児
童
手

当
と
同
じ
で
す
。
※
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

-
い
ず
れ
も
整

手
当
月
額
卜
児
童
の
中
で
、3
歳
未
跏

の
児
竜
が
、
人

目
・
冫
人
目
の
と
き

は
5
千
円
/
叉

目
以
降
9
χ
ほ
1

万
円
。な
お
、
請
求
の
翌
月
分
か
ら
支

給
の
対
象
と
な
ひ
ま
す
。
ま
た
、
現
在

受
給
中
の
方
が
、
僉
趾
退
職
す
る
等

で

、
申
請
時
と
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と

鳶
ほ

、
そ
の
つ
ど
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
込
卜
保
護
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関

の
預
令
通
帳
(
郵
便
局
を
啄
く
)
・
年

金
手
帳
・
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
窓
口

に
持
参

申
・
問
先
日
児
童
罘
当
係

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

1
1年
度
技
能
講
習
会
受
講
者
募
集

趣
味
・
創
作
活
動
を
通
じ
て
、
日
常

忠
跫
ま
n
よ
く
充
実
し
て
い
た
だ
け

る
ぷ
つ
、
左
表
1
の
種
目
か
鴟
講
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
卜
区
内
在
住
の
障
害
を
お
持
ち
の

方

申
込
卜
電
話

期
限
目
2
月
2
6日

※
移
動
困
雕
な
方
に
は
、
拠
点
問
の
送

迎
バ
ス
が
利
用
で
孝
豕
T
。
申
・
問
先

卜
東
部
地
域
(
表
I
下
※
参
照
)
に
お

住
い
の
万
は
、

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
地
域
(
表
―
下
※
参
照
)
に
お
住

い
の
万
は
、

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

a
(
3
8
～
)
0
6
3

ク
』

表1　 技能講習一覧

※ 東郡地域とは、国遥4 号線の東側と千住地域です。西部地域は、国通4 号線の西
側と小台、新田、宮城地域です。

老
人
保
健
レ
セ
プ
ト
点
検

非
常
勤
職
員
の
募
集

老
人
保
健
の
レ
セ
プ
ト
点
検
を
行
う

非
常
勤
職
員
雲
量
一
し
ま
す
。対
象

U
医
科
・
歯
科
の
医
療
事
務
職
技
能
認

定
資
格
取
得
後
、医
療
事
務
の
実
務
経

験
が
1
年
以
上
杏
る
方
で
、お
お
む
ね

2
5
歳
以
上
5
0
歳
未
満
の
健
康
な
方
雇

用
期
間
卜
4
月
1
日
～
1
2
年
3
月
3
1
日

(週
4
日
動
務
)

報
酬
等
卜
月
額
1
8

否
羊
円
(
1
0年
度
実
績
)
/
有
給
休

暇
あ
り
/
交
通
費
支
給
(
限
度
額
あ

り
)
選
考
方
法
U
書
類
選
考
お
よ
び

面
接
募
集
人
数
日
2
人
申
込
卜
履

歴
書
吊
販
の
横
書
き
の
も
の
に
自
筆
、

写
真
添
付
)
、資
格
取
得
証
明
書
の
写

し
を
持
参
申
込
期
間
卜
2
月
1
2
日
～

2
3
日
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
(
土
・

日
・
休
日
を
除
く
)

申
・
問
先
卜
医

療
助
成
係

ひ
と
り
親
家
庭
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

対
象
卜
児
童
育
成
手
当
の
受
給
資
格
者

で
、
小
学
生
以
下
の
児
童
を
養
音
じ
て

い
る
ひ
と
ひ
親
家
庭

内
容
川
親
ま
だ

は
小
学
生
以
下
の
子
供
が
病
気
や
ケ
ガ

な
ど
の
と
き
、
家
事
や
育
児
を
早
伝
う

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
(
長
期
疾
病

・
入
院
等
は
対
象
外
)
/
1
度
の
甲
請

で
3
回
以
内
、
年
間
2
0回
ま
で
/
午
前

7
時
～
午
後
7
時
の
問
で
連
続
8
時
間

袤
た
は
4
時
間
を
I
回
と
す
る

申
込

卜
診
察
券
等
、
疾
病
を
証
明
で
き
る
も

の
と
印
鑑
を
痔
参
し
介
護
券
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
(
緊
急
の
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
電
話
申
し
込
み
に
よ
り
代
理

の
方
の
来
所
可
)

申
・
問
先
U
児
童

手
当
係
、
各
福
祉
事
務
所

裹
2
)

表2　 福祉事務所一覧

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

熱
川

、
犬
吠
埼
、
軽
井
沢
な
ど
1
1・
4力

所
の
国
民
宿
舎
の
宿
泊
料
が
無
料
で
利

用
で
き
ま
す

。
た
だ
し

、
入
湯
税
や
季

節
に
よ
る
特
別
宿
泊
料
金
の
差
額
等
は

自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。
ま
た

、
今
年

麌
か
ら
区
施
設
の
保
養
所
・
校
外
施
設

・
野
外
活
動
施
設
8
ヵ
所
を

、
新
た
に

指
定
し
て
い
ま
す
。
年
度
内
国
民
宿
舎

と
区
施
設
と
2

罸

で
人
2

泊
ま
で

利
用
で
き
ま
す

。

対
象
H

母

毒
死

は
父
子
家
庭
の
方
で
児
童
育
成
手
当
受

給
者
の
方

申
込
H

▽
国
民
宿
舎
…
各

施
設
へ
直
接
予
約
(
必
尤
址
立
区
ひ

と

ひ
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
利
用
と
t
け

て

く
だ
さ
い
)
。
予
約
後

、
児
童
手
当
係

褒

は

各
福
祉
惠
血
一
所
の
窓
口
刄

利

用
券
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

。
▽
区

の
施
設
・・・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
公
社
の
各
碑
設
で
販
売
す
る
専
用

(
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
申
込
を

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
手
続
き
の
済
ん
だ
方

は
、
児
童
恚
臓
に
「
宿
泊
者
証
明
願

い
」
の
用
紙
奮
電
話
刄
畏
し
て
く
だ

さ
い
。

※
い
ず
れ
も
児
童
扶
養
手
当

証
書
・
児
童
育
成
手
当
支
払
通
知
書
な

ど
、ひ
と
り
親
で
あ
る
こ
な
ぶ
屁
で

き
る
も
の
と
印
鑑
を
持
参

申
・
問
先

卜
児
童
手
当
係
、
各
福
祉
事
務
所

▲ 国民宿舎軽井沢高原荘

福
祉
事
務
所
の

窓

口

案

内

福
祉
事
務
所
に
は
、
福
祉
に
闃
す
る

総
合
相
談
窓
口
が
あ
旨
ま
す
。

・
生
活
に
お
困
り
の
方

病
気
で
働
け
な
く
な
り
収
入
が
減
っ

た
と
忝
な
ど
、
生
活
費
や
医
療
費
で
お

困
り
の
方
に
、
生
活
保
護
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

・
高
齢
者
の
方

在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
お
む
ね
6
5歳
以
上
の
禝
た
き

り
、
毒
た
は
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

に
、
特
殊
寝
台
や
電
磁
調
理
器
な
ど
の

日
常
牛
居
用
具
の
給
付
・
貸
与
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。
寝
た
賁
馗
ど
で
常
に

介
護
を
必
要
と
し
、
同
時
に
在
宅
で
の

生
活
が
困
難
な
高
齢
者
に
、
特
別
養
護

考
人
ホ
ー
ム
入
所
の
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

・
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装
具
、

更
生
医
療
、
日
常
生
活
用
具
や
住
宅
設

備
改
善
費
の
給
付
、
脊
ホ

ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
濮
な
ど
の
事
業
や
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
聴
覚
障
害
の
方
に
は
、

中
部
福
祉
事
務
所
で
毎
週
木
曜
日
(
祝

日
の
塒
合
は
翌
日
)
、
午
浚
1
持
～
4

時
に
手
話
通
訳
者
が
相
談
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

・
知
的
障
害
の
あ
る
方

愛
の
手
帳
の
交
付
、
知
的
障
害
者
(

思

の
援
護
施
設
へ
の
入
所
な
ど
の

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

4
母
子
家
庭
の
方

2
0歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
母
子

家
庭
の
方
に
、
児
童
の
就
学
資
金
や
就

職
支
度
金
な
ど
の
貸
付
、
母
子
寮
へ
の

入
所
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ネ
兀

座
女
性
の
方
へ

夫
婦
や
男
女
の
問
題
、
深
刻
な
状
況

で
緊
急
に
保
護
岑
求
め
る
場
合
な
ど
、

さ
蚕
写
忿
問
題
牽
廻
え
て
困
っ
て
い

忝
女
性
を
対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

・
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

▽
家
庭
相
談
・
:
家
庭
相
談
員
が
家
庭
内

の
い
ろ
い
う
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
▽
児
童
相
談
=
・
児
童

福
祉
司
が
、子
供
の
養
育
や
障
`
琺
ど

の
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
日
時
卜
毎
凋
禾
曜
日
、午
前
9
時
～

正
午

喇
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

妊
産
婦
の
い
ゑ
噐
?
経
済
的
な
理

由
で
出
産
費
用
を
支
払
つ

にと
が
困
難

な
樊
R

無
料
吏
ぽ
安
い
費
用
で
入

院
・
出
産
の
で
き
る
「
入
院
助
産
制

慝

が
あ
口
ま
す
。
た
だ
し
、
病
院
が

指
定
と
な
り
ま
す
。

対
象
卜
妊
娠
7

ヵ
月
以
上
の
区
民
/
前
年
分
所
得
税
が
1

万
6
千
8
0
0
円
以
下
の
世
帯

-
い
ず
れ
も
整

問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

身
体
障
害
者
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
等

通
所
者
募
集

職
業
的
自
立
を
偉
字
螽
茵
者
の
通

所
者
を
募
集
し
ま
す
。

場
錺
T
綾
瀬

障
害
福
祉
施
設
、
梅
島
通
所
訓
練
施
設

対
象
川
区
内
在
住
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
所
持
の
4
0歳
位
ま
で
の
方

定
員
卜

若
干
名

申
先
卜
管
轄
の
獨
秕
事
務
所

期
m
=
2
月
2
0日

通
所
時
期
日
4
月

以
降

問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

求
た
は
足
立
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
シ
ス

テ
ム綾

瀬

き
(
3
6
0
5
)
6
7
6
2
　

梅
島

昔
(
3
8
4
9
)
8
8
3
0

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
:
塲
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

お
休
み
し
ま
す

庁
舎
ホ
ー
ル

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
等

駐
車
場

2
月
1
3日
出
・
1
4皿
は
、
消
防
設
備

点
検
の
た
め
、
区
役
所
全
館
汳

巓
し

嫐
罵

当
ほ
は
、
庁
舎
ホ
ー
ル
・
区
民

ロ
ビ
ー
・
駐
車
場
・
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン

も
ご
利
用
で
孝
ま
せ
ん
。

問
先
卜
庁
舎
管
理
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

南
館
1
4階
の
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン

介
護
保
険
Q
&
A

第7 回

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
流
れ

Q
.
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
か
?

A
.
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
は
、
次
の
ぷ
7
な
も
の
が
あ

口
ま
す
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
訪
問

介
護
/
訪
問
入
浴
介
護
/
訪
問
看
護
/

訪
問
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
/
居
宅
療

養
管
理
指
導
/
通
所
リ
(
ビ
ソ
テ
ー
シ

ョ
ン

デ
ィ
ヶ
ア
)
/
通
所
介
護

デ

ィ
サ
ー
ビ
ス
)
/
短
期
入
所
生
活
介
護
/

短
期
入
所
療
養
介
護
/
痴
呆
対
応
型

共
同
生
活
介
護
/
特
定
施
設
入
所
者
生

活
介
護
/
福
祉
用
具
の
貸
与
等
が
あ
り

ま
す
。
福
祉
用
具
の
購
入
や
、
住
宅
改

修
費
の
支
給
等
は
、
償
還
払
い
(
利
用

者
が
料
金
奮
笋
祷
え
た
後
で
清
算
す

る
)
の
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
で
堂
チ

。

施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
考
入
福
祉
施

設
(
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
)
/
介
護

老
人
保
健
施
設
(
老
人
保
健
施
設
)
/

介
護
療
嘉
吏
療
施
設
で
す
。

Q
.
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
は
、
誰

が
ど
の
よ
う
に
た
て
る
の
で
す
か
?

A
.

要
支
援
、
要
介
學
と
認
定
さ
れ
る

と
、
ご
本
人
や
家
族
は
、「
ど
の
介
護

支
援
事
業
者
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

作
成
を
依
頼
す
る
か
。」
を
決
め
、
区

な
ど
の
窓
口
に
「
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
届
」
岑
提
出
し
ま
す
。
決
め
ジ
れ
な

い
方
に
は
、
足
立
区
等
が

留
宅
介
護

支
援
事
業
者
」
を
紹
介
し
求
罵

事
業

者
の
介
護
支
援
専
門
目
ほ

、
本
人
や
家

族
の
希
望
苓
尊
重
し
て
い
ろ
い
忝
な
サ

ー
ビ
ス
を
組
登
お
せ
て
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
を
作
成
し
ま
す
。
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
は
自
分
で
も
作
成
で
零
墨
旡

作
成
費
用
は
、
介
護
保
険
か
ら
支
払
わ

れ
ま
す
か
ら
、
自
己
負
相
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
先
卜
介
護
保
険
課
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精
神
保
健
講
演
会

「
お
父
さ
ん
出
番
で
す
よ
!

」

心
の
病
と
父
親
の
役
割
に
つ
い
て
一

緒
に
耆
を
み
ま
廿
ん
か
。

日
時
卜
3

月
1
3日
出
、
午
後
2
時
F
3
時
卻
対

暘
所
卜
竹
の
ほ
セ
ン
タ
ー

講
師
Ⅱ
中

召
t
一
夫
氏
(
代
々
木
認
限
醉
)
定

一
卜
5
0人
(
先
着
順
)

申
・
問
先
=

足
立
保
鴎
町

酋
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

食
品
衛
生
講
座

～
電
子
レ
ン
ジ
や
抗
菌
グ
ッ
ズ
の

効
果
を
探
る～

日
時
卜
3
月
1
0
E、
1
7日
、
い
ず
れ
も

午
後
L
時
F
3
時

場
所
=
衛
生
試
験

所

対
象
H
区
内
在
住
、
在
助
の
万

定
S
H
2
0人

費
用
卜
無
料

申
・
問

先
卜
足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
3
9
9
(直
湧

糖
尿
病
予
防
教
室

血
糖
値
・
肥
満
が
気
に
な
っ
て
い
る
あ
な
た

生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

日
時
=
2
月
汀
吊
、
3
月
3
日
團
い

ず
れ
も
午
後
L
時
叩
が
1
3
時
叩
分

(
2
日
制
)
内
容
日
1
日
目
・
:
『
糖

愿
7
ほ
y
』
回
昔
弧
民
(
順
天
堂

医
学
部
教
琶
2

日
目
=・
『
実
践
に
っ

な
が
ゑ
i

と
生
活
の
話
』

定
員
n
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
卜
電
話

場

・
申
・
問
先
日
千
住
保
慝
'一

霤
(
3
8
a
)
4
2
7
7

マ
マ
た
ち
の
井
戸
端
サ
ミ
ッ
ト

育
児
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
か
も
?

日
時
=
3
月
I
R
側
、
午
前
1
0時
～
正

午

対
象
卜
乳
幼
児
の
毋

定
員
H
1
0
0

人
(
先
着
順
)

場
所
H
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ

費
用
凵
無
料
(
保
育
付
き
)

講
師
U
膠
谷
幸
江
氏
(
元
区
立
保
育
園

園
長
)
、
中
澤
俊
一
郎
氏
(
足
立
キ
ッ

ス
ク
ラ
ブ
)
、
前
田
亨
氏
(
前
田
歯
科

医
院
院
長
)

申
・
問
先
卜
足
立
保
健

所

霓
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

マ
マ
に
な
る
方
の
調
理
体
験
教
室

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
一
緒
に

母
体
に
や
さ
し
い
料
理
を
つ
く
り
ま
す

日
時
卜
3
月
5
貝
瀏
、
午
後
1
時
～
4

時

場
所
卜
東
和
セ
ン
タ
ー

内
容
卜

鉄
分
の
多
い
食
品
夲
愚
つ
て
の
調
理
実

習
と
試
食

定
員
H
2
0人

費
用
H
材

料
費
代
5
0
0円

申
・
問
先
H
足
立
保
健

所登
(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(

直
通
)

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
講
演
会

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
薬
を
知
ろ
う
!

」

日
時
卜
2
月
習
缶
、
午
後
し
時
3
0
分

A
時
3
0
分
場
所
日
教
育
研
匙
町
講

師
=
西
村
芳
子
氏
(
東
更
孕
医
科
大

学
町
飄
第
2
病
院
医
師
)
定
員
n
5
0

人

費
用
卜
無
料

申
込
卜
電
話

申

・
問
先
卜
足
立
保
健
所

登
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(直
通
)

痴
呆
予
防
講
演
会

「
あ
の
人
な
ぜ
若
い
?

」

日
時
H
2
月
2
4日
團
、
午
後
L
時
3
0分
A

時
3
0分

場
所
卜
東
和
保
健
相
談

所

対
象
=
6
0歳
以
上
の
方

講
師
H

小
杉
道
坩
氏
(
こ
茎
社
会
教
育
研
究

所
所
長
)

申
・
問
先
日
東
和
保
健
相

談
所

昔
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

ワン ポイント
健 康

術

【12週間トレーニング脂肪燃焼編】
無 理な減食によるダ イエ ット は、身体に必要な筋肉を減ら

し てし まい、脂肪はほ とんど 減らないということになりか ね

ません。正しいダ イエ ットは 、体重を減らすことだけでな く、

筋肉を 活性化させながら 体質 改善をはかることにあり ます。

そのためにウォ ーキング のよう な有酸素運勳で脂肪を燃焼 さ
せ、さらに筋力トレ ーニ ング で基礎代謝をア ップして 、太り

にくい身体をつくり まし ょう 。

公社 のトレ ーニング ルームのあ る各センタ ーで行う 、健康

体力づくり 相談( 無料) では。体脂肪 率の測定ができます。
お近く のセンタ ーで、測定し て みてはい かがですか。

( 体育課〉

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
4
)

国
の
機
関
で
の
差
別
事
件
は
軍
隊
の

ほ
か
に
裁
判
所
で
釦
習
菫
し
た
。

昭
和
7
年
末
、
香
川
県
の
同
和
地
区

の
青
年
が
、
地
区
外
の
女
性
と
知
ひ
合

い
、
結
婚
の
約
束
を
し
て
一
緒
に
住
み

始
め
豕
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
女
性

の
父
稗
は
、
青
年
が
同
和
地
区
出
身
で

あ
る
こ
'
卷
知
り
「
だ
ま
さ
れ
て
碼
拐

さ
れ
た
」
と
高
松
警
察
署
に
訴
え
た
の

で
y
。

高
松
地
方
裁
判
所
は
「
部
落
民
が
、

結
婚
に
際
し
て
自
分
の
身
分
を
相
手
に

知
急
孚
砲
撃
恚
の
は
、
犯
罪
で
あ

る
」
と
し
て
有
罪
の
判
決
を
下
し
ま
し

た
。法

制
上
は
す
で
に
廃
止
さ
れ
て
い
る

封
建
的
身
分
制
康
を
こ
の
判
決
で
は
認

め
、
青
年
の
人
権
を
盾
み
に
じ
っ
た
悪

蒹
な
裁
剽
と
し
て
、
全
国
の
同
和
地
区

の
人
び
冫
盾
厭
き
t
呎
し
た
。

こ
れ
に
対
し
令
国
水
平
社
哇
罵
別
裁

判
取
消
し
黔
汞
め
て
、
九
州
か
ら
東
京

に
向
け
て
大
誚
願
行
謇
儖
忖
い
、
全
国

的
な
連
動
を
蜃
口
t
整ぽ
て
い
っ
た
の
で

す
。
そ
し
て
5
万
人
の
署
名
を
集
め
、

司
法
省
、
検
事
局
な
ど
に
激
し
ぐ
抗
議

し
声
整一疋
。

そ
の
結
果
、
青
年
は
仮
釈
放
霤
れ
、

裁
判
官
や
検
事
た
ち
に
は
退
職
や
転
任

な
ど
の
処
置
が
と
5
れ
、
水
平
籵
假
の

全
面
的
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

い
か
し
、
数
々
の
成
果
を
忌
げ
た
水

平
社
の
活
動
は
、
昭
和
1
5年
、
第
1
6回

大
会
夲
最
後
に
終
わ
口
忝
舎
げ
、
戦
時

中
は
中
断
し
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
袒
当
へ

交通安全

正
し
い
知
識
と

正
し
い
使
用
が

命
を
守
り
ま
す

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
正
し
く
締
め
て
!

あ
な
た
や
同
乗
車
を
守
り
ま
す

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
は
、自
動
車

に
譽
?
(
の
奉
本
的
ル
ー
ル
で
す
。
「面

倒
だ
か
ら
」
『
ス
ピ
ー
ド
を
出
さ
な
い

か
ら
』
な
ど
の
理
由
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
善
用
レ
な
い
こ
と
は
、
大
変
危
険
で

す
。
不
着
用
で
交
通
事
故
郢
処
人
の

4
割
は
、
着
用
し
て
い
れ
ぱ
叨
か
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ネ
y
。
自
分
だ
け
は
絶

対
に
事
故
に
潭
わ
な
い
と
り
つ
'
y
ほ

な
い
の
で
y
。
自
分
や
同
乗
車
の
命
を

守
る
た
め
、
車
に
乗
っ
た
ら
y
y
lト
ベ

ル
ト
を
必
ず
範
め
ま
し
ょ
う
。

・
子
供
を
守
る
た
め
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
使
用
を

乳
幼
児
高

手
席
で
抱
い
た
圭

の

乗
車
や

、
後
部
席
に
座
ら
せ
る
こ
と
は

大
変
危
険
で
す
。
衝
突
の
際
の
強
い
衝

撃
で
車
外
に
放
り
出
さ
れ
る
危
険
が
あ

吟
ま
す
。
子
供
の
体
格
(
体
重
)
に
合

つ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
奮
躡
ぴ
、
正

し
く
、
取
ひ
付
け
閔
用
し
詆
し
ょ
う
。

・
エ
ア
バ
ッ
グ
だ
け
で
は
効
果
な
し
　

衝
突
時
、
エ
ア
バ
ッ
グ
だ
け
で
は
乗

員
の
安
全
r

保
す
る
こ
と
は
で

蚤

せ
ん
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
か
蔔
用
し
な
い

ま
ま
エ
ア
バ
ッ
グ
が
作
動
す
る
と
、
作

動
時
の
衝
撃
が
直
接
身
体
に
か
か
り
ま

す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
暑
用
し
て
こ
そ

効
果
が
あ
ひ
豕
T
。

問
先
日
交
通
安

全
係

特別区制度改革

区が行う仕事　その( 8)
清掃シリーズ「清掃事業所」

より 美しく
より 早く

より安全に

・
出
さ
れ
た
ご
み
は
そ
の
日
に
片
付
け

る
皆
さ
ん
は
、
清
掃
碓
稟
所
を
冫
仔
じ

で
し
ょ
う
か
。
清
掃
事
業
所
は
収
集
車

の
毎
日
の
運
行
を
管
理
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
足
立
区
に
は
小
台
事
業
所
と
竹

ノ
塚
禀
粲
所
が
あ
り
豕
す
。

ご
み
収
集
は
、
収
集
日
に
出
さ
れ
た

'にみ

を
そ
の
日
の
う
ち
に
処
理
施
設
に

運
ぷ
こ
y
萎

原
則
と
し
て
行
わ
れ
て
い

ネ
T

。
収
集
車
は
、
ご
み
の
収
集
地
域

に
合
わ
せ
て
、
大
型
・
中
型
・
小
型
が

あ
り
、
可
燃
ご
み
や
資
源
用
、
」
尿
用

な
ど
ご
み
の
種
類
に
合
せ
て

特
殊
な
装

備
を
し
て
い
ホ
T

。
例
え
ば
、
区
内
に

多
い
狹
い
路
地
で
し
尿
収
集
を
す
る
た

め
に
、
軽
自
動
車
の
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー

が
あ
n
ま
す

。

・
白
の
ナ
ン
バ
ー
と
緑
の
ナ
ン
バ
ー
　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、収
集
車
に
は

白
い
ナ
ン
バ
ー
と
緑
9
レ
バ
ー
の
車

両
が
&
も
の
を
'
に
荐
じ
で
し
よ
・
7
か
。

白
ナ
ン
バ
ー
は
潸
掃
局
の
収
集
車
で

、

車
の
胴
体
に
「
東
京
都
灣
掃
局

」と
表
示

さ
れ
、
緑
ナ
ン
バ
ー
は
民
間
の
事
業
者

か
ら
雇
い
占
延
車
で
、
車
の
胴
体
に

「
塞
只
都
清
掃
事
業
」と
表
示
さ
れ
て
い

穿
歹
。
現
在
、
2
3区
内
に
は
、直
営
車
9
2
1

台
と
翆
よ
車
1
千
7
3
6台が
、
ご
み
の
運

搬
を
し
て
い
ホ
歹
。
区
内
の
小
台
事
業

所
に
は
邨
一
R
竹
ノ
塚
事
業
所
に
は
6
9

台
賢
主
瓦
R
小
台
鑾
爵
の
収
集
車

は
荒
川
区
と
北
区
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

・
危
険
な
車
両
火
災

昨
年
の
2
3区
の
収
集
車
両
の
火
災
は
1
0
2

件
発
生
し
て
い
‘手
か
、
原
因
は
ス

プ
レ
ー
缶
に
よ
'
9も
の
が
4
0件
、
カ
セ

ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
2
1件
、
ラ
イ
タ
ー

・
マ
ッ
チ
が
1
0件
と
車
両
火
災
の
7
0
%

を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
故
が
'
にみ
収
集
し
て
い

や
に
}き
や
走
行
中
に
発
生
す
る
こ
と
が

多
べ

車
両
の
被
害
だ
け
で
は
な
く
狹

い
路
地
や
商
店
街
で
お
き
忝
と
、
大
き

な
事
故
に
な
口
か
ね
ま
せ
ん
。
皆
‘
'ん

一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
例
え
ぼ
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ

セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
の
引
火
性
の

強
い
も
の
は
全
部
使
い
き
り
、
穴
を
あ

け
て
か
ら
集
積
所
に
出
す
ふ
つ
に
お
願

い
し
豕
す
。

問
先
卜
公
温
`
掃
事
業
所

昔
『
3
8
9

』
)
1
3
7
Q
)

竹
ノ
塚
清
掃
事
業
所

さ
(
3
8
5
5
)
0
1
2
5

企
画
部
移
管
準
備
担
当
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第
1 回
足立区教育委員会児童・生徒褒賞

～夢、目標に向かってがんばる受賞者たち～

区
で
は
、
文
化
活
動
や
体
育
活
動
な
ど
で
大
き
な
成

果
を
お
さ
め
た
区
内
の
小
・
中
学
生
を
褒
賞
し
て
い
ま

す
。
1
2月
2
2日
、
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
褒

賞
授
与
式
に
は
、
受
賞
者
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が

集
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
受
賞
者
の
う
ち
区
長
褒
賞
を

受
賞
し
た
9
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

トランポ リン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ざ
し
て

木
幡

美
登
里
さ
ん
(
弘
通
第
一
小
学
校
6
年
)

小
野
田

友
美
さ
ん
(
溯
江
第
一
小
学
校
6
年
)

一
)
人
は
同
じ
A
G
T
C
・
ト
ソ
ン
ム

ナ
ス
ー
・
ご
う
ク
ト
)
-
7
ン
ポ
リ
ン
ク
ラ

ソ

に
所
唄
し
て
い
f
卯

叫

刈
2

卜

、

総
劭
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
恚
y
y

肋
間

練
習
し
て
い
ま
す

)
ス
ー
ハ
ー
の
り
卜
の
遊
(
鴾
に
あ
る

ト
ラ
ン
ホ
リ
ン
ー
い
砲
ぶ
こ
と
が
好
き
で

興
味
膏
?
y
分
`
と
い
う
ぺ
斗
さ

ん
と
、
)
-
少
さ
い
こ
ろ
に
参
扣
し
た
体

栓
教
ぷ
で
や
っ
た
い
凍
爻
し
か
っ
た
こ

と
で

ち

か
け
こ
な
り
て
い
ま
す
)

こ

い
う
膕
吁
川
冫

べ

り
て
3

八
と
い
う

幼
ヤ
の
'
乙

卜
に
洌

た
二
人
の
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
茫
は

杓
1
0師
に
な
り
ま

す
(

。

一
卜

に

泰
で
の
髱
会
だ
け
で

タ

ヘ

だ

外
で
り
お

る
卜
W

秡
余
に
か

笞

く

山
助
し
て

、
好
滝
碵
夲
お

さ
め
て
い
る

実
刀
の
持
ち
1
‥夲

2
0
D
D
年
の
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
か
ら
、七
-
(
極
目
と
ぶ
る
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン

。)
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
山
場

と

り

冫
へ
渮
な
卜

隘
に
口
か
っ
て

友

と

も
か
ん
ぱ
っ
て
い
恚

冤

・1 左から) 木墸さん、小野田さん

-
・
-
-

卜

息

の
合

っ

た
宙

返

り

バレエ
記
憶
に
残
る
ダ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い

鈴

木

美
波
さ
ん
(
第
七
中
学
校
2
年
)

ク
ラ
シ
ッ
ク
)
バ
レ
エ
無

卜
め
た
の
は
3

歳
の

と
き

へ

レ

ヴ
ス
ン
の
4

り
I収
し
で
ご

き

に
は
恢
し
く
て
っ
・
つ

い
と
勁
?
'
χ
?
あ
り
ま
し
た
{
レ

エ
の
レ
。
ペ
ン
と
す
咬
t
卜
の
胄
ぺ
が

八
症
な
い
}
き
も
、
-
y
W
や
歹
た
ち
の
詢

广

芦
旡

生
の
理
解
で

乗
り
切
る
こ
と
か
て

き

な
I
已

た

」
と
、
そ
の

こ
ろ
を

振
り
返
つ
I
々

れ
圭

町

将
來
の
夢
は

バ
レ

エ
ダ
ン
サ

ー
に
な
っ
て

、

兄
て
い
る
にへ
の
印
象
に

癶
る
踊

笘

し
た
い

」

と
ぶ

す
詣
人
さ
ん

。

宍
究

緋

む
で
砌
る

鈴
べ
さ
ん
の
礎
か

名

は

呂

い
て
す
り

・

鈴

木

さ

ん

の

華

麗

な

姿

水 泳
お
互
い
が
ラ
イ
バ
ル

青
木

い
ず
み
さ
ん
(
西
新
井
中
学
校
3
年
)

相
原

の
り
愛
さ
ん
(
西
新
井
中
学
校
2
年
)

瑞
慶
覧

未

希
さ
ん
(
西
新
井
中
学
校
2
年
)

近

藤

幸

子
さ
ん
(
西
新
井
中
学
校
1
年
)

チ

ー
ム
ワ
ー
ク

は

パ
ッ
チ
リ
た
と

す

こ

尓

る
ほ

ど
の

陣
只
某

泳
S

い

、)
こ

の

吹

値

ぶ
心
満
耻
し
て

ぃ

ま
せ
ん

こ
れ

か
ら
・は
口
じ
メ
ン

バ
ー
で
皿
え
な
い

の

か
癶
言
ほ

ど
、

そ
れ
ぞ
れ
口『
匈
の

目
標
に
向
か
っ
て

が
ん
ぱ
り
て
い
き
た
い
で
す
`
と
1
人

が
禹
か
老
る
凡
て
弓
侈
冫
れ
ま
し
た
。

j
7
生
や
い
も
さ
ん
は
3
川
に
7
y
で

す
が

、
り
学
T

の
卜
柘

さ
へ

捐
い
匈
一

へ

瑞
叨
飃

さ
ん
は
こ
れ
か
ら
・
も
心
簡

卜
太

片

熈

詐

亡
匸

で
か
八

弌

て

く
ね
る
'
一
と
で

し
冫
つ

司
夾
、
I
ヘ

が
競
い
(
≒

て
い
令

二

が
皀
ら
れ
る

か
も
し
れ
去

尺

む

▲ ・ぼ戔列左から1 近藤さん 胃木さん
!司 列左から 祖原さん 瑞慶蜀さん

水 泳
よ
り
速
く
、常
に
ベ
ス
ト
を
つ
く
す

藤

野

舞

子
さ
ん
(
花
畑
中
学
校
3
年
)

、
冂
に
ベ
ス
ト
の
£
征

と

の
吸
績
、

と
て
も
・い
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

。
今

ま
で
の
哽
習
の

既
火
が
発
揮
で

き
た
と

い

う
充
実
感
で
い

っ
ぱ
い
工

二

約
6
-
7
y
m
詠
ぐ
練
習
の
毎

卜
∠
い
ぎ
の
某
'
χ
右
矧
り
た
今

で
は
、
し
人
な
に
厳
し
い
紳
習
で

犒
萌
り
げ
衣
る
口
卜
公
や
一
う

て
づ
)
へ
。
。
胆
の
召
か
ら
は
高
咬

生
兮
ま
で
以
L
に
か
ん
y

す

と

‥一つ
藤
卜
さ
ん
か
め
さ
』
)
'
も

の

は
、
H
な
の
卜
″
フ
ス
r

マ
ー
て

す▲ 明る< 元気な
藤野さん

一 輪車

私
を
支
え
る
家
族
の
応
援
団

本

田

可

奈
さ
ん
(
第
一
中
学
校
2
年
)

恚
ご
か
工
匕
を
取
れ
忝
y
心
て
ご
目

分
で
卜
-途
巾
て
あ
き
う
の
な
い
で
完
走

す
る
こ
と
だ
け
を
考
え
て

い
ま
し
た
≒

毎
日

ク
气

召
j
の

な

さ
ん
の

茆

町

兄

ぷ
肖

同
同
歌
の
い
㎞
を

臨

恥
で
川
沾

稻

走
っ
て
い
ま
す
プ

ーゐ

練
習
塲
・
所
に
は
お
父
さ
人

宗

仏
心

八

宗
f

心

ぷ

々

れ
ま

す
。
九

詞

と

き
に
は

阿
矢

‥勺

へ
て
友

回

ま
で

の
運
転
1
y
回

旻

け
レ
冫

れ
る
そ

う

で

す
。

)中
学
卜
に
な
っ
て

、
学
優
上
活
と
の

闃
匳
で
人
余
へ
の
出
場
日
戦

が
皿

っ
て

し
ま
こ

卜

れ
ど
、
で
き
公

回

く

-
-
j
-
-
只
公
に
山
場
し
て
家
族
の
に
膵
に

え
た
い
で
亢
)

。

4
笑
顔
か
似
合
う
本
田
さ
ん
　
　
　
　
　

・
'
)
r
f
l
I

足
立
区
教
育
委
員
会
児
童
・
生
徒
褒
賞

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
庶
務
課

(
3
8
8
0
)
5
1
-
1
1㈹

区長褒賞受賞
おめでとう

□
小
学
生
個
人
の
部

V

必

譱

吊
)
・
二
酒

第
一

い

・
・
ホ

ト
回
卜
)シ
ン
ポ
リ
ン
&

タ
ン
フ
リ
ン
ク

じ

り
年
齢
川
八

卜

囗
・
1
2
牋
の
邵
嗄

掎□
中
学
生
個
人
の
部

よ
・
y
T
)
波
・
第
に
中
↓
十
図
y

ぶ
熈
珀
コ
ン
ク
ー
ル

バ
レ
エ
吊
り
蔀

第
1
口

。
ぷ
田
ノ
ご
第
一
中
:
稾
1
3
回
全

日
t
)
略
巾
マ
ラ
ソ
ン
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
な
J

卜
昌
吊
ふ

匸

呀
野
缸

。
j
・
芹
哨
中
=

・
吊
あ
回
傴

閥
巾
幸
校
ぶ
抜
水
泳
競
技
瓦
召

な
了
m
m

自
山
彫
第
ふ

□
小
宇
生
団
体
の
部

'
。
人
碍
人
ひ
。
1
弘
む
第
。
小
、
小

畔
山
友
1
廁
涓
第
一
ふ
咀
・
・
廁
2
6

凹
一
口
収
ジ
ー
ユ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ホ
リ
ン
覡

鷺
卮
r
巾
人
会
シ
ン
ク
ロ
よ
才
疣

幸
年
女
。
y
第
大

□
中

学
牛
団

体
の
部

【
西
新
川
中
学
校
水
泳
苧
:
吊
3
8
回
全

凶
巾
乍
校
選
抜
水
泳
晩
及
だ
。
乙
女
。
y

圉
m
リ
レ

ー
第
ふ
I

教育委員会褒賞
受賞おめでとう

教
り
ぷ
‥‥
会
・腎
片
合
y
)
捐
し
た
毟
砥

・
生
徒
の
七
さ
人
冷
回

ま

す

髱

会
・
コ
ン
タ
ーー
^
:
a

燬

袮
は
り
陷
し

圭

見

□
小
学
校
個
人
の
部

巾
脯
べ
・
-
い
闌
げ
屮
)
・
ぶ
工
・
八
'
秘
・
野

口
卜
し
・
-
、
謳
蹈
儿
諂
回
小

…
心
ぶ
牟
・
奥
川
二
十
・
-
咼
町
優
尾
皿

孤
瀬
小
D
鍋
r
Q
)
・
a
改
八
卜

・
丈
占
叺
李
・
八
数
n
‥
″
卜
申
俯

/
山
中
こ
I
に
熨
卜
小
山
中
f
)
奈

y
T
町
田
い
y
卜
出
肉
刑
東
匐

よ
小
巾
卜
鴣
で
溯
0
第
)
小

"
弍
内
卜
則
-
涓
儿
卜

□
中
学
岐
個
人
の
部

)
`
乱
諾
汀
・
公
瞋
弘
明
こ
乙
惣
り
七
・

山
べ
)
正
男
・
回
乱
則
□
秋
匚
耳
疣
胝

ぺ
巾
・
'
し
川
≒
・
J
り
下
)

1
:
1
1
了
・
ぺ

村
な
亡
y
l
に
り
卜
む
剛
心
。

・
酉
吋
み
ど
O

・
卜
I
L
‥
叩

啝
心
瀬

巾

。頷

皿

に

ご
I
や
卜
圃
≒
j

・

『
脱
力
卵
火
山

陌
㈲

心

い
卜
凹
j

第
四
巾

浩
水

愛

詆

几

巾
y

气

屶
り
目

八
り
)
1
)

卜
卜
り
譽
口

・
占
八
巾

□
小
学
校
団
体
の
部

a
卜
小

学
り

輌
巾
チ
ー
ム

ー
ヘ

バ

‘二
B

黔
I
ム
6

人
y

中

回

心
卜
心
暘

り

べ

卜
城
ミ
ー
石

ス

ケ
ッ
ト
ク
ラ
フ

ト
人

□
中

学
校
団
体
の
部

皿
卜
害
心
・
:
吹
々
稾
餡
3
5
-
人
・
、

剣
崕
ぷ
口
人
ニ
ノ
第
t
凹
中
乍
皎
・
・
・

皿
式
テ
ニ
ス
皚
ぷ
統
哉
・
磑
人
乖
佑
蝌

サ
レ
カ
ふ
ツ
2
0
へ
、
柔
道
乱
7

へ
、
屶
j
バ
レ
ー
ホ
ー
ル
囲
1
2
入
、

卜
ぴ
し
1
8
人
'
啝
綾
瀚
巾
学
皿
ふ
・

八
乱
7
人
匸
/
?
(
巾
ず
咬
I
紕

泊
人
二
/
レ

ッ
ド
ビ
ッ
キ
ー
ズ

ロ

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

足
立
区
議
会

議
員
選
挙
立
候
補

予
定
者
説
明
会

皿
叨
碍
j
に
よ
る
咀
口
卜
議
余
議
口

選
挙

映
)

地
方
送
挙
・
粢
吹
H

印
1

月
2
5
日
執
り

の
立
候
補
エ

疋
為
に
対

し
、
次
の
と
お
り
説
叨
匈
ご
い
恚
恚

f
『
H
、
皀
候
補
w
け
出
に
必
t
な
ら
柿

お
顋
を
渡
し
ま
す
の
で
、
ウ
篌
禰
を
十

定
し
て
い
る
ぢ
は
で
今
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。
な
幻
出
・
児
‘
'
、
数
は
、
l
y
M

禰
。
ド
イ
バ
に
つ
き
っ
・
入
ま
で
と
よ
り

日
眄
-
り
I
月
1
8
凵
弋
勹
吸
り
莇～

場
所
-
ぱ
役
叫
庁
舎
ホ
ー
ル

選
挙
豆
知
識

事
前
運
動
の
禁
止

二
鶚
選
挙
法
で
は
、選
挙
溥
厠
は
、

選
挙
の
告
)
ふ
凵
か
ら
世
甲
日
の
前
日
の

間
し
か
て
鳶
な
い
こ
と
に
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
)
ぶ
心
わ
ち
、告
示
日
前
の
選

乍
運
動
、い
わ
ゆ
る
『亭
町
運
動
`
は

。
切
禁
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ぷ

っ

に
9

的
湘
諂

か
ら
卍

さ
れ
て
い
る
の
は

、

乙
候
知

各
9

港
廡

動
を
同
時
に
ス
タ

ー
ト
さ
せ
て
照
川
の

嬖

ぶ

遐

け
る
と

と
も
に
、
心
y
渊
鯲
持
田
の
卵
劬
を
尨

耿
し

お
忿
の
か
か

笞

い
選

乍

ぷ

梛

ま

っ
戸
于
る
も
の
で

す

念
'

ら

為
か

き
J
迎
蛸
に
あ
な

心
か

と
・
ぶ

の

詞
壯
は
、
そ
の
し
為
の
な

し
れ
る
時
間
、

湘
)ト

ハ

法
等
に
つ
い
て

、
労

回

に

実
印
蓍

把
握
し
て
判
灯
し
な
く
て
は
な
0

ま
せ
ん
が
、
重

谷

韵
か

ら
、
皀
)候

補
か
乞
走

し
て
い
や
へ
の
乙

肺

鄂

郤
k

に
り
、
扠
凹
い
依
叩
を
)眄
っ
た
り
す
る

こ
と
4
示

町
迎

勣
と
し
て
早
に
さ
れ
て

い
ま
す

農
業
委
員
会

選
挙
人
名
簿
縦
覧

陌
呎
`
?
&
凵
二
)
公
卜
蜜
挙
の
疸

予
言
仰
を
請
恥
じ
て
い
ま
す
ご
め

選
挙
人
名
謇
―
霙
入
に
対
し
衣
の
と

お
り
賊
覧
k
乖
。
期
間
-
2
月
2
3

冂
～
3
月
9
日
場
所
-
選
挙
{
徑
苟

口
合
ぷ
陥
い

身
体
が
不
自
由
な

方
の
た
め
の

郵
便
投
票

身
体
に
嗷
吁
)の
図
害
卜
あ

り
、
投
票

所
ペ
ージ

こ

と
が
困
難
售

の
な
め
に

、

郵
便
に
よ
り
自
刄
蚕

沙
で

き
湫

‘り
)

怎

り

ま
す
ご

』れ
は

、
自
分
叉

希

a
く
こ
と
が
で

き

、
呎
の
い
す
れ
か
に

衣
当
す
勇

が
対
象
で
す

。

対
象
-

〉
身
体
障
害
哲

ぷ
ぷ
お

持
ち
で

。
一
円

卜
肢
・
体
幹
・
侈
勣
機
叱
の

川

‥が
I

級
・
ワ
ー級
突
j

た

は
心
臓
、
兄

臓
、
直
楊
、
嘔
叫
、
ほ
う
こ

う
、
淤
嶢

お
の
障
富
が
I
吸
・
3
吸
夕
。
`
、
戦

曜
梢
老
手
旃
を
お
持
ち
屶
申
込

水
人
ま
5
陀
巴
乙
が
。
身
皿
障
巴
&

卜
帳
町
耶
蒔
ね
f
帳
の
内
卜
か
濱
ぎ

し
ぷ
勵
哨
を
お
渡
し
y
↑
ら
I
ふ

ず
べ
人
が
記
へ
し
て
お
申
し
八
)み
く
だ

さ
い
。
審
査
の

う
え
、
覡
叫

屈

居

叫

を
兒
'
9
し
圭

内

巾
沾
は
い
つ
で
も

て
癶
汞

す
が
、
滋
川
占
罵

り
よ
て
に
り
一

ヵ
O
W

・む
か
か
る
跼
乙
笂

り

守

点
字
シー
ル
付
き
の

投
票
所
入
場
整
理
券
を

希
望
す
る
方
へ

選
挙
の
た
び
に
郵
送
し
て
'
。
1
0
-。'場

祭
即
今
に
、
ヴ
フ
シ
ー
ル
麗

弌

た
も

の

を
川

竹
し
て
い
ま
I

。こ
の
は
が

き
没

迅
乍
実

町
整
理
及
y

と
潛

か
れ
た
も
の
で

す『

口
の
不
白
山
父

で

、
こ
の
百
万
シ

ー
ル
夲
ほ

っ
た
人
劣

整
理
俘
の
郵

送
を
帛
口
十
一万

ご
皿

卜
く
だ
さ
い
。

問
先
・

選
挙
介
川

な
り
二

事
町
u

a
j
8
8
0

一
5
1
1
1

㈹

4
月
か
ら
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
方
へ

就
学
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

□
4

月
か
ら
区

立
小
・
中
学
校
に
入
学

を
希
望
す
る
外
国
人
の
力

ま
だ
入
学
串
M
の
手
続
膏
港

し
て
い

な
い
八

卜

よ
ポ
唾
に
七
意

申
乱
し
て

く
だ
さ
い

□
国
・
私
立
の
小
・
中
学
校
に
入
字
か

決
定
さ
れ
た
力

人
{
于

る
学
皎
の
人
キ
訐
り

占
を
学

喇
叭
に
抛
出
し
一
冫

ヽ
た
さ
い

□
区
立
ふ
・
中

学
校
に
入
学
す
る
力

糜
・
ず
る
学
校
に
)
就
学
%
」
を
淞

猊
出
の
与
は
、
至
忽
指
定
の

幸
校
に
鍵

出
し
I
こ

た
さ
い
。

い
ず
れ
も

問
先

ず
笳
課

学
7
淬

昔
y
a
`
・
5
1
1
1
㈹

就
学
相
談
の

お
知
ら
せ

教
白
似
)
九
上
八
代
低
+
1
川
に
小

や
皎
へ
人
才
す
る
、
'
ト
ー
祢
t
‥
お

る
と
巴
わ
れ
袞

堋
ま

に
っ
い
て
の

硯
学
昭
壑

河
し
っ
て
ぃ
ま
す

。

歎
弯
の
愚
百
ご
に
ぶ
め
た
や
ら

か
な
ど
に
つ
い
て
、J
萌
の
帽
談
い
が

怐
卜
に
し
y
无
丿
日
眄
丿
賜
川

眤
1
1犬

し
耀
日

祝
冂
を
隍
く
・
。
勹

的
り
時
‘
勹
汲
5
時
※
亊
叫
に
恚
ぶ

で
お
出
し
八
み
卮
さ
い
場
・
申
・

問
先
衣
郷
研
恋
心
皿
T
怐
バ
倒
『
　
　
　

き
I
I
3
8
5
9
・
9
8
1

訪
問
交
通
局
千
住
自
動
車
営
業
所

□
都
バ
ス

蚤
邇
行
し
て

い
ま
す

緑
皿
の
巾
休
で
ガ
に
肖
况
(
ス

の
こ
席
は
、乱
内
に
1
7
力
吊
り
灸
叫
)

あ
り
、吊
口
)
卜
内
に
念
の
が
手
卜
営

裏
研
で
す
。千
り
乙
χ
町
昌
則
卜
甲

に
聞
古
さ
れ
、妁
8
1
Ⅲ
m
と
已
い
敷

地
内
に
は
巾
軍
や
整
潤
坦
も
め
り
ま
す
、

パ
ス
の
運
転
、運
に
琶
理
、整
備
纎
険
『

や
乗
弔
や
の
岷
売
、石
ね
靭
の
耳
翼
し

ど
バ
ス
に
闃
す
y
べ
て
の
わ

』不
労
U

で

て

勹
っ
て
ぃ
ま
す

、

□
バ
ス
は

一
番
身
近
な
皆
さ
ん
の
足

践
逎
の
卜
間
隔
は
㎞
巾
倥
で
す
か
、

(
ス
停
は
祐
團
m
と
、皿
衣
の
心
で
)

冷
叫
心
攵
‘
)
慂
機
関
で
す
卜
?
)
眄
の

路
線
は
8

弐
祐

あ
り

、
卜
W
(

ス
7
8
内

が
I

凵
よ

皿

客
り
・フ
8

广
刈
へ

卜

に
な
っ
て

主

希

少
ぺ

限
七
(

イ
や

薺
4

学
ヴ
ヘ
の
吋
学
川
と
し
て
ス
ク
ー

ル

バ
ス
も
浬
)卜
し
て
い
ま
す

□
環
卿
と
人
に
ゃ
さ
し
い
(
ス
を
導
入
　

'
-
咨
ビ
y
。
で
し
た
低
余
一
刀
い
ス
や

ア
イ
ト
リ
ン
グ
)
・
ス
ト
ッ
ツ
ー
(
ス
が

徐
々
に
‘
羽
圜
巾
て
す
そ
し
て
、・
咼
齢

-
-
-
-
-

馮
や
9
‥
馮
の
町
が
臾
降
呆
す
い
扣
)

…
心
(
ス
ー
心
卵
ぺ
さ
・
卜
岐
が
-

ビ
y
し
ノ
ン
ス
)
・
ヘ
ソ
(
ス
が
ご
胄
む

り

ょ

亅

ふ
応

气

。
嵋

に
(

ス

ロ

ケ

ー

シ
J

ン

シ
ス

ー・ず

寸

心

へ

こ

ね

は
(

ス

淬

に
(

ス

衣

心
人

心
装

ぶ
を

つ

け

、

乗

吝

か
(

ス

か
心

っ

叫
)
(

ス

の
I

叮

卜

泗

昊

尖

莉

る

も

の
で

す

。

□
オ
リ
ジ
ナ
ル
(
ス
カ
ー
ド
を
発
売
中
　

配
ハ
ス
匹
渥
・
繻
か
。汢
八
M
7
『
戸
て
、

オ
リ
ジ
ナ
バ
ス
カー
ド
を
鳬
-
M
。
卜

り
跼
巧
と
f
-
圈
卜
刀
叺
巾
て
ま
す
。

r
-
い
に‥
E
y
……
の
図
悶
i
卜
'
川
沢
巾
の
汐

卜

二
(

多

ワ

几

愆

日
ぷ
I

り

尢

は

し

て
)

り
J

た

、
1

川
2
1

曰

か

ら

、
(

ス

胄
で
1

万

円

の
乙

額

定
心

り

・
1

ヵ

川

と
a

口

分

の

卜

か
が

始

ま

り
ま

し

た

問

先

配

・

交
満

い

千

什
口

皿

巾

営

業

所

・
を

川

り
・
3

川

川
-
き
7
8
8
6
)
4
1
2
5

▲整備貞検は欠かせません

学

校

ア
ル

バ

ム

本木小学校
本木北町7- 1

【
教
育
囗
摩
】

平
印
で
尺
主
的
な
国
竃
の
バ
と
し

て
、
弋
川
作
巾
の
明
神
に
嗷
し
厶
く
圃

吟
り
余
に
ぐ
鰍
し
う
る
し
身
心
㈲
氣

て
じ
叫
か
y
川
の
弯
弌
久
司
竺

(
1
)
泳
岑
き
た
え

か
を

丕
7

(
2
)よ
く
巴
え

く
ふ
う
す
る
J

(
3
)ま

り
か
慨

り

冐
畆
づ
る
。ト

(
4
)
皿
い
や
E

り
・

問
ぐ
‥
う
。
J

【
們
革
】

一
明
四
1
0
卜
3
冂
わ
肩
-
い
学
・
‘
誦
・
ヴ
一

〉
明
胴
回
り
月
ぷ
恥
(
笊
心
心

と
改
町
ッ
昭
日
4
印
3
月
西
所
珎

い
乍
畭
兮
馼
閧
皎
'
S
引
心
4
月

関
以
小
乍
畭
分
甦
閧
咬
、
昭
佃
)
1
5
年

9
-
U
l
r
皿
小
手
・
り
・
'
y
衂
順
皎
い
岫

川
1
6
ホ
ー
川

黝
i
山
)
氏
ッ
咬
と
改
町

二
七
司
y
征
1
日
卜
収
工
・
夜
と
畝

町
岫
心
3
2
一
下
I
に
卜
啝
L
学

怦
り
覯
川
咬
y
)
餡
剛
旧
卜
3
月
欽

呎
ワ
‥
-
一
心
)
前
剛
5
6
汗
田
川
ノ
し

刄
卜
・
破
闊
大
'
肩
吸
8
汗
6
り
卜

立
1
2
0
町
午
上
包
▽
濕
吸
8
甲
り
片

コ
ン
ビ
X
I
々
友
置
こ
泓
吸
1
0
乍
3

ワ
ぶ
捏
』
笳
業
申
)
卜
れ
り
『
1
-
1
3
人
　

7
吸
日

鄒
I
川
川
斤

回
』
'宍

、
匕

厰
咬
ケ

[
小
叭
‰

哉
に
示

指

か
ら

】

.
'
・
良
の
シ
ン
ポ
ル
は
り
・
叭
に
な
っ
て

い
る
胴

突

と
サ
ホ
テ
ン

ニ
ロ
麗

て

つ
の
大
き
な
堅
叫
)

愛
吶

健
収
な

烋

・蘂

し
い
・ヽ・
向

痢
罵

で
す
、

ズ

ル
ヘ
ン
の
巾『
W
か
7
こ

ち
こ
ち
ド

の
顫
い
が
八
め
ら
れ
て
い
ま
す

第六中学校
本木西町16- 1

【
軟
町
目
ウ
】

闊
廴
の
俘
帙
に
口
町
し
た
弋
川
俘
咀

の
哨
神
夲
阜
剛
と
し
、
生
活
)
'
・
白
H
余

の
中
で
t
健
一
人
(
冫
に
が
主
休
的
に

学
べ
ま

っ
に
す
る
た
め
Q
U

暝
や
能

勺
童

生
N

世

費

と

も
に
、
知
・
徳

・
体
の
調
衵
の
と
口

宍

間
哨
呰
か
な

上
他
の

弯
吸
を
2

灸

心
め
に
、
衣
の
教

口
目
貫

豕

范

す
る
)

(
1
)白
ら
学
(
白

嫖
を
む

ご
や

刀
と

う(
2
)屁い

に
町
獸
し
助
け
う
む
っ

(
3
)
・
困
曜
に
附
え
、
ふ
と

休
岑
襲
え
ぶ
っ

【
卜
吊
】

∵
昭
佃
2
2
汗
一
川
吊
(
甲
学
皎
悧
べ

‥
'
昭
袙
9
9
蕉
-
a
月
よ
卜
卜
学
校
に
て

授
業
聞
卜‥

〉
昭
和
U
y

月

ぷ
布

鮒
。
丁
口
圃
に
迚
咬
怒
涛
)
-
・
。
匸
卜

り
3
2
丿

川

現
自
心
に
啄
卜

匸
咄

仙
昌
り
1

月

心
宍

决

叫
設

二

卜

鉗

叩
万

月

銑
萌
校
片
完
皿

一

ク

呪
り
吊
H

同

剛
し
5
0
司
下
曷

ふ

【

澎
二
1
0
牟
3
‥
昊

現
陛

・
7
霎
十

吩
れ

上
シ
a
千
突

〉
宋
碇
卜
乍
l
同
現

守
1
3

学
級
、
气
硅
数
ヤ

司

瀬
低
友

咬
に
・‘、完
工
か
ら
】

冫

心

お
り
や
呻
町
に
囲
式

靫
介

澡
奬
に
也
よ
片

て
い
恚
)
り

教
介
の

唾

芳

弌

生
徒
な
t
し
乱
E

咬
す
る

学

り
づ
く
リ
聚
の
ぎ
し
て
い
巫

气

そ
の

た
め
、
生
徒
を
正
し
く
理
解
し

∵
・
、ひ

と
り
ぷ
天

切
に

す
る
戦
跡
を
疳

虱
し
て

い
ま
す
。
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く
ら
し
の

情
報

年

金

会
社
員
・
公
務
員
の
配
偶
者
の
方
へ

国
民
年
金
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

・
第
3
号
被
保
険
者

第
3
号
被
保
険
者
は
、
厘
生
年
金
や

共
済
樊
易
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
を
い
い
ホ
y
。
保
険
料
の
納

付
は
必
蓼
習
ま
せ
ん
が
、
届
け
出
を

し
て
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
、
第
1
号

被
保
険
者
と
し
て
扱
わ
れ
ま
せ
ん
。
届

け
出
を
し
な
い
と
将
来
年
齢
が
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
、
減
額
さ
れ
た
り
し

耒
罵

該
当
し
た
と
滯
ほ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
種
別
変
更

厚
生
年
金
や
共
済
鰛
易
加
入
者
で

あ
る
夫
(
妻
)
が
退
職
や
転
職
し
た
と

き
や
、
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
収

入
が
増
え
た
ひ
離
婚
な
ど
に
よ
り
扶
養

者
で
な
ぐ
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
つ
y

羊
続
き
が
必
要
で
y
。
ま
だ
、
届
け

出
を
し
て
い
な
い
方
は
、
区
民
事
務
所

か
国
民
盥
譟
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
問
先
卜
適
用
係

も
う
一
つ
の
国
民
年
金

国
民
年
金
基
金

国
民
年
金
華
笛
は
、
自
営
業
な
ど
の

方
が
豊
か
な
ゆ
と
ひ
あ
ゑ
湲
を
実
現

す
る
た
め
に
、
基
礎
年
金
9

霸
せ
給

付
を
行
う
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。
加

入
対
象
者
は
、
2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の

第
1
号
被
保
険
者
で
す
。
掛
仗
汪

、

選
択
す
る
給
付
の
型
・
口
数
お
よ
び
加

入
時
の
年
齢
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
口
座

か
ら
の
自
動
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
掛
け
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
と
な
ひ
、
支
給
さ
れ
る
年
金
は
公
的

年
金
等
控
除
の
対
象
と
な
る
な
ど
税
制

上
の
儚
遇
措
置
が
あ
2

ヂ
。

問
先

日
東
京
都
国
民
年
金
基
金

さ
(
5
2
a
)
8
8
0
0

袤
応
は
区
・
推
進
係

口
座
振
替
・
前
納
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

抽
選
で
「
年
金
施
設
宿
泊
券
」か

「
地
下
鉄
用
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト

対
象
八
1
1一
年
4

月
末
日
ま
で
に
口
座
振

替
の
手
警

籘

き
れ
た
方
(
こ
募
区
分
A
)
/
1
1

一
年
度
の
保
険
料
夲
前
納
さ
れ

た
方
(

応
募
区
分
B
)

プ
レ
ゼ
ン
ト

の
内
容
卜
国
民
年
金
保
餐
施
設
の
宿
泊

券
(
1
0
0組
2
0
0人
)
次
仭

插

下
鉄
用
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
(
1

千
(
)

申
込

卜
応
募
(

ガ
キ
(

国
民
警

護

、
区
民

事
務
所
に
あ
ひ
ホ
T
)

ま
た
ほ
(

ガ
キ

に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
基
礎
年
金
番
号
、
5
募
区

分
(
ん
か
B
)
を
明
記
〒
旧
・～

O
I
新
宿
区
西
新
宿
2
-
8
-
―

都

・
福
祉
局
社
会
保
険
指
導
部

期
限
卜
4

月
3
0日
(
消
印
有
効
)

申
・
問
先

卜
都
・
福
祉
局
社
会
保
険
指
導
部

昔
(
5
3
2
0
)
4
2
5
1

ま
だ
は
区
・
保
険
料
係

● 特別区民税・都民税
● 国 民健康保険料
● 国 民年金保険料

お支払いは
口座振替を

ご利用ください

申
込
=
窓
口
に
預
(

吁
)

金
通
帳
、
通

帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
夲
痔
参

申
先
川
預
(

貯
)

金
口
座
の
あ
る
金
融

機
関
(

郵
便
局
を
含
む
)
、
ま
た
は
区

担
当
窓
口
、
区
民
事
務
所

問
先
ト
マ

特
別
区
民
税
・
都
民
税
・
-
-納
税
課
整
理

係

ワ
国
民
健
康
保
険
料
・
:国
民
健
康

保
険
課
収
納
管
理
係

ソ
国
民
年
金
保

険
料
・・・
国
民
年
金
課
保
険
料
係

国
保
・
税

「
(学
)・
(遠
)保
険
証
」

申
請
書
は
3
月
3
日
ま
で
に
提
出

国
民
健
康
保
険
証
が
4
月
1
日
か
ら

新
y
λ
茗
た
め
、
嵒
・
S
保
険
証
を

引
き
続
き
必
要
と
す
る
燮
9

吏
ぼ

い
ら
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
い
ず
れ
も

届
け
出
が
必
要
で
す
。
嵒
(
学
生
用
)

・
曇
(
遠
隔
地
用
)
の
保
険
証
は
目
動

的
に
更
新
(
郵
送
)
し
ま
せ
ん
の
で
、

該
当
世
帯
に
お
送
り
し
て
い
る
申
請
書

を
1
月
3
日
ま
で
に
必
ず
抛
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
先
卜
国
民
健
康
保
険
課

資
格
賦
課
係

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
の

保
険
料
は
税
控
除
の
対
象
で
す

所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
夸
す
る
と

き
、「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対
象
に

な
ひ
ま
す
。
お
手
元
に
あ
る
領
収
書
や

口
座
振
替
済
通
知
(
(
ガ
キ
)
か
ら
領

収
日
を
確
認
し
て
、
昨
年
の
1
月
か
ら
1
9

一月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
9

罸

額

を
甲
告
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
領
収

書
な
ど
を
添
付
し

な
く
て
も
控
除
は
受

け
ら
れ
ま
す
か

、
領
収
書
は
大
切
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

問
先
ト
ワ
国
民
健

康
保
険
料
・・・国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

マ
国
民
年
金
保
険
料
・
:
国
民
年
金
屎
保

険
料
係

申
告
書
は

自
分
で
書
い
て
早
め
に
提
出
を

税
金
は
、
甲
告
制
度
に
な
っ
て
い
ま

す
。
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
書
等
を
'

整百
分
で
正
し
く
作
成
し
て
い
た
だ
く

「
自
書
作
成
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

税
務
署
に
確
定
里
昜
の
作
成
の
相
談

で
来
蒂
さ
れ
た
方
は
、
申
告
書
受
」自

身
で
l

匸

、
作
成
し
て
い
た
だ
膏
歪

す
。
ご
理
解
と
磁ヽ

力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
先
日
ワ
足
立
税
務
署

登
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

マ
西
新
井
税
務
署

酋
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

現
在
持
っ
て
い
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の

税
金
を
払
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在
、

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て

い
る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原
動
機

付
自
転
車
や
軽
二
・
三
・
四
輪
車
、
二

輪
小
型
自
動
車
を
痔
っ
て
い
る
方
で
、

次
に
該
当
す
る
方
は
届
け
出
夲
そ
れ
は
H

年
度
以
降
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

対
象
卜
盗
難
に
あ
っ
ア
竟
つ
か
っ
て
い

な
い
方
(
警
察
に
盗
難
届
を
出
し
て
も

廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/
届
け
出
を
し

な
い
で
譲
っ
た
り
、
売
っ
た
り
し
た
方
/

解
体
し
た
が
登
録
に
姙
ホ
ま
に
な
っ

て
い
る
方

問
先
=
表
1

表1　 軽自動車税問い合わせ先一覧

募

集

1
1年
度
「
消
費
者
団
体
登
録
」

受

付

中

団
烋
蝨
童
集
と
、
消
費
者
セ
ン

タ
ー
の
施
設
が
無
料
で
利
用
で
き
、
定

期
的
に
消
費
者
情
報
の
提
供
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
袤
だ
消
費
者
展
な
ど
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
章
ま
す
。

対
象
H
区

内
在
住
、
在
動
の
方
叉

以
上
で
構
成

し
。
消
費
者
問
題
の
調
査
研
究
お
よ
び

解
決
を
主
目
的
に
活
動
す
る
団
体
・
グ

ル
ー
プ

申
込
h
登
録
申
請
書
、
会
則

窺
約
)
・
会
員
名
簿
・
活
動
計
画
書

・
活
動
実
裲
存
兔
蘰
出

申
・
問
先
=

消
費
者
セ
ン
タ
ー

き
(
～
8
0
)
5
3
8
5

住
区
セ
ン
タ
ー
従
事
者
登
録
制
度

住
区
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
館
・
密
`

保
育
室
・
老
人
館
・
萎
望
を
備
え
た

地
域
施
設
で
、
運
営
は
地
域
で
設
置
さ

れ
た
管
理
運
営
委
員
会
が
中
心
ど
な
っ

て
行
っ
て
い
ま
す
。
従
事
者
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
管
理
運
営
委
員
会
が
選
考
し
、

宥
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
従
事

を
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

「
従
事
者
登
録
制
度
」
は
、
住
区
セ
ン

タ
ー
に
従
事
を
希
望
百
れ
る
方
萱
の
ら

か
じ
め
登
録
し
て
お
き
、
住
区
セ
ン
タ

-
で
従
事
者
喜
輩

す
る
際
に
紹
介
し
、

ら
募
し
て
い
た
だ
ぐ
制
度
で
す
。
今
回

は
、
児
童
館
・
学
童
保
育
室
相
当
者
の

登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
H
お
お
む
ね
5
0
歳
ま
で
の
方
従

事
内
容
日
児
童
醒
・
学
童
保
育
室
の
運

営
時
間
・
報
酬
卜
午
前
9
時
～
午
後

5
時
(
週
三
日
程
度
勤
務
、
週
2
0～
2
4

時
間
)
、
時
給
7
9
0
円

申
込
卜
電
話

嵳
茲

後
、
従
事
者
岑
穿
集
す
る
住
区

セ
ン
タ
ー
へ
適
宜
、
紹
介
し
ま
す
。
紹

介
さ
れ
た
方
は
、
当
該
住
区
セ
ン
タ
ー

の
募
集
要
綱
に
築
つ
き
、
一
般
の
応
募

者
冫
と
も
に
選
考
を
受
け
て
い
な
疋
き

ま
す

申
・
問
先
=
住
区
推
進
課
(
住

区
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
事
務
局
)

《
鹿
沼
市
交
流
事
業
》

ふ
れ
あ
い
体
験
農
園
モ
ニ
タ
ー

時
期
卜
5
月
下
旬
、8
月
上
旬
、1
1
1
1
月

下
旬
の
日
曜
日
各
1
回

場
所
目
鹿
沼

市
板
荷
地
区

内
容
=
茶
摘
み
/
サ
ツ

マ
イ
モ
づ
く
り
/
そ
ば
づ
く
り
/
そ
ば

打
ち
・
試
食
会
/
収
穫
祭

※
参
加
者

全
員
に
収
穫
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

対
象

卜
区
民
(
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
)
で
、
年
ふ
回
、
行
事
に
参
加
の
う

え
ア
ン
ケ
ー
ト
調
忝
な
ど
に
協
力
で
き

る
方
費
用
卜
体
験
農
園
に
か
か
る
経

費
は
無
料
。現
地
ま
で
の
交
通
費
等
は

各
自
負
担
定
員
卜
旧
人
(
抽
選
)

申
込
卜
往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、住

所
、参
加
者
全
員
の
氏
名
、年
齢
、職

業
、電
話
番
号
を
明
記
期
限
目
2
月

2
5
日
必
着
申
・
問
先
卜
都
市
提
携
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
―
-
1
7
-

1

ベ
ル
モ
ン
ト
市
1
0
0周年
・

足
立
区
同
市
姉
妹
都
市
提
携
1
5周
年
記
念

区
民
使
節
団
参
加
者

日
程
卜
8
丹
1
8日
～
2
5日

費
用
器
(

万
6
千
円

対
象
卜
区
内
在
住
の
方

定
員
日
7
0人
(
先
着
順
)

※
最
少
催

行
人
員
6
0人

申
込
卜
2
月
1
8日
、
午

前
1
0時
か
ら
電
話
吏
ぽ
フ
ァ
ク
ス

※
く
ゎ
し
く
は
各
区
民
事
務
所
、
セ
ン

タ
ー
等
に
置
い
て
あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

申
先
卜
日
本
旅
行
上
野
東

支
店
ベ
ル
モ
ン
ド
デ
ス
ク

S
(
3
8
4
4
)
8
2
7
5
　
　
　
　

膃
(
3
8
4
4
)
8
9
8
0

問
先
目
日
本
旅
行
上
野
東
支
店
ベ
ル
モ

ン
ド
デ
ス
ク
袤
た
は
区
・
国
際
交
流
課

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・
:場
所
・
申
し
込
み
先
-
問
い
合
わ
せ
先

国
保
　
夜
間
納
付
相
談

2
月
2
6
日
(
金
)
、
午
後
5
時
3
0
分
～
8
時

国
民
健
康
保
険
課
(
北
館
2
階
)

フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

y
3
月
了
日
㈲
本
木
-
丁
目
区
有
地

午
前
9
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

/
6
0区
固
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
高

橋

゛
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▼
3
月
7
日
日
区
役
所
南
側
広
場

午
前
H
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

/
5
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
友

本

昔
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

▼
3
月
1
4日
剛

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
地
)

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

/
1
0
0
区
画
/
出
店
料
千
円
ノ
電
話
/
吉

岡
S
(
3
8
4
3
)
6
1
8
6

掲
示
板

・
精
神
障
害
者
作
業
所
指
導
員
募
集

対
象
=
2
2歳
以
上
で
、
心
理
・
教
育
・

福
祉
卒
煮

ま
た
は
保
健
婦
・
看
護
婦

・
作
業
療
法
士
免
許
取
得
者
等

期
限

卜
2
月
2
0日

場
・
申
・
問
先
卜
さ
ん

ら
い
ず
運
営
委
員
会
事
務
局

中
野
　

昔
(
3
8
8
1
)
6
5
5
4

・

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

対
象
卜
高
校
以
上
へ
入
学
在

学
の
資

金

融
資
限
度
額
卜
2
0
0
万
円

融
資
利

率
卜
年
2
.
9
%
(
固
定
)

返
済
期
間
日
8

年
以
内

申
・
問
先
卜
国
民
金
融
公
庫

千
庄
支
店

?
3
8
8
1
)
6
1
7
5

糜
第
1
回
「ふ
る
さ
と
東
京
絵
て
が
み

大
賞
」
作
品
募
集

対
象
=
小
中
学
生
の
部
/
高
校
大
学
生

の
部
/
一
般
の
部
(
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限

る
)
内
容
H
過
去
あ
る
い
は
未
来
の

「
ふ
る
さ
と
東
京
」
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
テ
ー
マ
で
、
ふ
粂
呂
東
京
を
イ
メ

ー
ジ
匚
だ
絵
あ
る
い
は
文
字
か
盛
り
込

ん
だ
絵
て
が
み
を
(
(
ガ
キ
サ
イ
ズ
に

限
る
)
作
成
期
限
卜
2
月
2
8
日
(
消

印
有
効
)
※
く
ゎ
し
く
は
お
問
い
合

わ
臂
ぐ
だ
さ
い
問
先
卜
足
立
郵
便
局

総
務
課
`
″
(
3
8
8
1
)
2
6
0
0

□ 都民劇場・春の会員募集　～今なら入会金1, 000円が500円( 3/ 31まで) ～　演劇・ミュージカル・歌舞伎などの優秀な作品を手ごろな会費で見ることができ
ます。案内書( 無料) は電話でご 請求ください。 問先=( 財) 都民劇場事業部 　3289- 4621
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生
活

環

境

区
内
環
境
騒
音

調

査

結
果

主
な
原
因
は
自
動
車
音

1
0年
1
0月
か
ら
1
2月
に
か
け
て
、
区

内
2
1
0力所
で
環
境
騒
音
を
調
査
し
ま
し

た
(
表
2
)
。
騒
音
の
環
境
基
準
に
対

す
る
適
合
率
(
竪
E
9

必
昌

が
環
境

基
凖
で
定
め
た
限
謇
屆
哭
な
か
っ
た

割
合
)
は
、
6
3・
3
%
で
前
回
調
査
(
8

年
度
)
を
4
.
5ポイ
ン
ト
下
回
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
支
配
的
音
源
(
最
も
耳
に

大
き
く
聞
こ
え
る
音
)
は
自
動
車
音
が

巖
も
多
く
、
調
査
地
点
の
5
9
%を
占
め
、

前
回
の
調
査
よ
り
増
え
て
い
ま
す
。
4

月
1
日
よ
ひ
騒
音
の
評
価
方
法
が
男
竹

の
騒
音
レ
ベ
ル
の
中
央
膃
か
ら
、
等
価

騒
音
レ
ベ
ル
(
音
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平

均
僖

に
変
更
に
な
り
、
環
境
基
翠
も

表
3
の
ぷ
つ
に
な
口
兎
す
。
皆
さ
ん
も

環
境
鴛
瓦
だ
め
に
、
騒
音
だ
け
で
な

く
大
気
汚
染
の
原
因
に
私
な
っ
て
い
る

自
動
車
の
使
用
に
つ
い
て
、
考
凡
て
み

ま
せ
ん
か
。

問
先
卜
環
境
課
調
査
　

豐
(
3
8
8
)
5
3
7
1
n

表2　 環境騒音調査結果

※ 騒音の単位はデシベル

表3　 新しい環境基準

※ A は もっぱら住居の用に供される地 域
※ B は 主として住居の用に供される地 域
※ C は 相当 数の住居と併せて商業、工 業の
用に 供さ れる地域

※ 幅が11m 以上ある道路に面する地 域では 、
この表とは別の環境基準が適用されます

「
川
口
市
(
仮
称
)
朝
日
環
境
セ
ン
タ
ー
」

建
設
に
関
す
る
縦
覧
と
説
明
会

「川
口
市
が
設
羣
y
る
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
に
係
る
生
活
環
境
影
響
調
査
結

果
の
縦
覧
等
の
手
続
き
に
関
す
る

条

例

」
に
基
づ
き

。
生
活
環
境
影
響
調
査

結
果
が
次
の

と
お
り
縦
覧
さ
れ
ホ
す

。

ま
た
、
内
容
に
つ
い
て

、
環
境
保
全
の

見
地
か
ら
恵
見
の
あ
る
方
は
、
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
章
豕
T

。

・

縦
覧
・
甜
明
会

縦
覧
期
間
=
2
月
1
5
E
～
3
月
1
6
日

王
・
日
曜
日
を
除
く
)
縦
覧
場
所

・
時
間
日
マ
区
役
所
環
境
課
・
・
-
午
前
9

時
部
分
～
午
後
t
時
3
0
分
t
>
川
口
市

朝
日
環
境
セ
ン
タ
十
建
設
室
…
午
前
8

時
3
0
分
～
午
後
5
時
マ
鳩
ヶ
谷
市
環

境
保
全
課
・
-
・
午
肺
&
節
分
～
午
後
5

時

※
な
お
、
中
央
図
書
館

、
舎
人
図

書
館
、
晁
浜
図
S

館
で
も
閲
覧
で
膏
汞

す

説
明
会
日
時
等
H

▽
入
谷
南
小
学

校
…
2
月
1
7
日
祟
▽
加
賀
中
学
校
・
:

2
月
袒
畄
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

亜
意
見
S
の
提
出

謇
兒
書
の
要
件
卜
①
氏
名
お
よ
び
住
所

(
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
、
代
表
者

の
氏
名
帯
よ
び
登
記
さ
れ
た
事
務
所
ま

た
は
事
業
所
の
所
在
地
)
②
施
設
の
名

称
③
盂
莓
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら

の
意
見
期
間
卜
3
月
1
7
日
～
3
月
3
0

日
提
出
先
卜
川
口
市
朝
日
環
境
セ
ン

タ
ト
潯
獸
室
〒
3
3
2
・
0
0
0
1
川
口

市
朝
日
3
-
1
6
-
1
4

-

い
ず
れ
や
卜

問
先
H
川
口
市
朝
日
環
境
セ
ン
タ
日
建

設
室

登
0
4
8
(
2
2
8
)
3
1
5
(

○

ま
た
は
区
・
環
境
課

第2 回

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

調
査
結
果
発
表

都
・
環
擔
刄
嶌
で
は
、
大
気
中
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
つ
い
て
第
2
回
目

の
調
査
を
&
月
に
行
い
ま
し
た
。
2
0
調

杳
延
点
の
結
果
の
概
要
は
表
4
の
と
お

り
で
す
。
足
立
区
の
測
定
膃
は
今
回
も

都
内
平
均
と
環
境
庁
が
定
め
た
「
大
気

環
境
指
針
」
を
下
回
り
、
O
・
1
1
一
?

T
E
Q
/

㎡
で
し
た

。
ま
た
今
回
は
1
0

地
点
で
コ
プ
ラ
ナ
-
P
C
B

に
つ
い
て

も
調
べ
ま
し
た

。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は

、
家
庭
か
ら
出

稾

」み
な
ど
卮

呎
却
す
る
こ
と
で
も
発

ま

望

チ

。
ご
家
庭
も
事
業
者
の
万
も
'

整み

の
減
量
に
努
め
る
と
と
も
に
、
燃

や
さ
ず
に
分
別
し
刄
週
切
な
方
法
で
処

穗

氣

蘋

い
」
I
す

。

《
用
語
の
説
明

》

マ
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
…
ご
み
や
廃
棄
物

の
喨
却
、
農
薬
の
製
造
過
程
な
ど
で

。

非
意
図
的
に
生
辰
さ
れ
る
毒
性
の
強
い

有
機
塩
素
化
合
物
で

、
燃
焼
排
ガ
ス
や

化
学
物
質
の
不
純
物
と
し
て

環
境
中
に

排
出
さ
れ
ま
す

▽
コ
プ
ーフ
ナ
ー
P
C
B

・・・
P
C
B

の
う

ち
コ
プ
ラ
ナ
-
P
C
B

は
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
と
類
似
し
た
毒
性
を
不
す
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
大
気
環
境
指

針
」
は
定
め
叭

れ
て
い
ま
せ
ん

マ
ー
9
・
-
↓
芬
の
I
グ
ラ
ム
の
こ
と

▽
T
E
Q
(
毒
性
等
量
)
・
-
・
最
も
毒
性

の
強
い
2
、3
、7
、8
一
四
塩
化
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
毒
性
に
換
箕
し
て
y
し

求
す

問
先
卜
環
境
課
調
査

S
(
3
8
8
0
)
5
3
7
Q
)

表4　ダイオキシン類調査結果( 単位pg- TEQ/m3)

催
し
物
ガ
イ
ド

青
年
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り

「
グ
ル
っ
と
世
界
」

今
年
も
セ
ン
タ
ー
^
0
勣
し
て
い
る

皆
癶
ん
が
思
う
俘
分
自
分
奮
傴
憺
稾

す
。
日
時
卜
2
鳳
曾
郎
、
午
前
1
0

時
～
午
後
5
時
内
容
卜
島
唄
コ
ン
サ

ー
ト
(
寿
-
ナ
ビ
イ
&
ナ
ー
グ
シ
ク
ヨ

シ
ミ
ツ
)
/
エ
ス
ニ
ッ
ク
ダ
ン
ス
(
青

年
海
外
協
力
隊
)
/
ゲ
ー
ム
で
国
際
交

流
(
国
際
交
流
団
体
・
盤
友
引
力
)
/

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
(
ア
ジ
ア
の
料
理
)
/

展
示
コ
ー
ナ
ー
/
演
劇
(
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
体
験
)
/
狂
言
/
お
茶
会
/
ラ
イ
ブ

ほ
か

場
・
問
先
卜
青
年
セ
ン
タ
ー
　

昔
(
3
8
9
0
)
8
6
1

男
性
の
た
め
の

一
日
介
護
教
室

今
ま
で
女
性
に
任
せ
が
ち
に
な
っ
て

い
た
介
護
を
男
性
も
自
分
自
身
の
問
題

な
こ
ら
凡
、介
護
膏
体
験
的
に
学
び
ま

せ
ん
か
。日
時
卜
2
月
2
8
日
収
、午

前
9
時
3
0
分
～
午
後
1
時
3
0
分
対
象

卜
区
内
在
住
、
在
動
、
在
学
の
男
性

定
員
卜
3
0人
(
先
着
岨

費
用
卜
無

料

申
込
日
電
話

場
・
申
・
問
先
卜

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
8
)
5
2
2
つ
`

区民主催のシンポジウム

「健やかな生活と子どもの環境」

区
内
で
活
躍
し
て
い

る
万
が
集
ま
缸
畆
し

ネ
y
。ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い

。

日
程

等
卜
表
5

費
用
H

無

料

申
込
卜
電
話
(

先

鐙
唄
)

期
限

卜
2
月
1
8

日

申
・
問
先
卜
あ

し
た
の
足
立
を
つ
く
る

区

民
協
議
会
事
務
局
(

地
域
振
興
課
育
成
係
)

表5　 区民主催シンポジウム日程

※ 27 日のみ2 歳から学齢 前の児 童の 保育あり( 定員15 人) 。 要電話申込

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
催
し

・

消
費
者
問
題
研
究
結
果
発
表
会

消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
毎
年
募
集
し
て

い
る
「
消
費
生
活
問
題
調
査
研
究
グ
ル

ー
プ
」が
、1
年
間
に
石
た
っ
て
調
査

・
研
郭
し
て
奠
筬
果
を
発
表
に
爺
す
。

そ
れ
に
先
立
ち
パ
ネ
ル
展
示
会
も
2
月

1
9
一
日
～
1
6
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時
卜
2
月
1
7
日
團
、午
前
1
0
時
～
正

午

内
容
卜
表
6

申
込
卜
当
日
直
接

会
場
へ

・
講
習
会
「
綿
紡
ぎ
と
環
境
問
題
」

日
時
卜
2
月
1
7日
團
、
午
後
O
時
3
0分
A

時

内
容
卜
綿
栽
培
の
実
践
か
ら

自
然
り
t
(切
枩
″
考
え
る
。
綿
紡
ぎ
の

実
演
と
実
技
講
習
あ
り

定
員
H
1
5人
(

先
着
順
)

申
込
皿
電
話

-

い
ず
れ
や
卜

費
用
卜
無
料

場
・
申
・
問
先
卜
消
費

者
セ
ン
タ
ー゙

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

表6　 消費者問題研究結果発表会内容

水
上
バ
ス
の
旅

あ
だ
ち
リ
バ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

日
時
卜
3
月
1
6
日
㈹
、午
前
1
0
時
～
午

後
2
時
(
予
足
)
場
所
卜
千
住
曙
町

船
着
場
～
吾
妻
橋
～
賻
ど
き
橋
～
レ
イ

ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
上
品
二
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
見
学
)
～
両
国
橋
～
吾
妻
襦

一
千
住
曙
町
船
着
場
対
象
H
観
光
協

会
会
員
と
家
族
お
よ
び
区
内
在
庄
の
方

定
員
口
5
4
人
(
抽
選
)
費
用
H
マ
観

光
協
会
会
員
・
・
・
3
千
円
▽
会
員
家
族

…
3
千
5
0
0
円
二
般
-
=
4
千
円
(
昼

食
付
、当
日
現
地
で
支
払
い
)
申
込

目
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の
氏
名

年
齢
、住
所
、電
話
番
号
、会
員
・
会

員
家
族
二
股
の
別
、
「3
月
リ
バ
ー
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
希
望
」と
明
記
※
(
ガ

キ
t
枚
で
i
人
ま
で
申
し
込
み
可
。返

信
(
ガ
キ
の
表
に
代
表
者
の
住
所
、氏

名
夲
必
ず
記
入
し
て
ぐ
だ
さ
い
。重
複

申
込
は
無
効
期
限
日
2
月
2
3
日
(
消

印
有
効
)
申
・
問
先
日
観
光
協
会
リ

バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
狠
匸
産
業
振
興

課
内
)
〒
1
2
0
・
?
匯
中
央
本
町

1
'
1
7
1
1

外
国
人
学
校
の
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
に
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

外
甲
(
学
校
に
外
国
籍
を
有
す
る
児

童
・
牛
徒
を
通
攣
さ
せ
て
い
る
保
護
者

の
万
へ
、
学
費
の
負
衵
蒭
軽
減
す
る
た

め
の
補
助
金
(
1
0年
度
後
期
1
0月
A

召

を
支
給
し
ホ
T
。

申
請
ト
マ
区

内
の
外
国
人
学
校
に
在
籍
す
る
外
国
籍

を
萼
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
・
=学

校
か
ら
の
指
示
に
従
っ
て
无
回
答
し

て
く
だ
さ
い

マ
区
外
の
外
甲
(
学
校

に
在
籍
す
る
外
国
籍
豪
可
す
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
:
私
学
振
興
扣
丐一
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い

※
在
籍
証
明
書
(
区

役
所
所
定
の
も
の
)
、
保
護
者
名
義
の

預
金
通
帳
(
郵
便
局
は
除
く
)
、
印
鑑

が
必
要
で
す

申
・
問
先
日
総
務
課
私

学
振
興
担
当

足
立
清
掃
工
場
個
人
見
学
会

地
元
の
清
掃
工
撈
答
學
し
て
、
ご

み
問
題
を
考
ふ
にみ
ま
せ
ん
か
。

日

時
卩
2
月
2
7日
出
、
午
後
恚
聆
芬
～
3

時

対
象
卜
区
内
在
住
、
在
動
の
方

定
員
卜
4
0人
(
抽
選
)

費
用
卜
無
料

申
込
卜
(
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

を
明
記
期
限
H
2
月
1
9
日
塲
・
申

先
卜
足
立
清
掃
工
場
管
理
課
〒
1
2
0
・

0
8
1
2
西
保
木
間
4
-
7
-
1

醤
(
3
8
5
8
)
5
1
0
6

問
先
卜
足
立
清
掃
工
場
管
理
課

昔
(
3
8
5
9
)
4
4
7
5

ま
た
は
区
・
企
画
部
移
管
準
備
相
当

投 稿募集中　問先= 広報課

み んな の

ペ ージ

荒
川
の
歌
を

作
り
ま
し
た

落
合
サ
ブ
ロ
ー
さ
ん
(
西
綾
瀬
)

足
立
で
牛
汞
れ
、
足
立
で
育
ち
7
0歳

夲
迎
え
穿
歹
。
最
近
子
供
の
い
じ
め
に

よ
る
自
校
な
ど
見
る
に
つ
け
、
私
た
ち

の
子
供
の
こ
ろ
の
こ
と
、
夏
冬
存
叨
わ

ず
泥
ん
こ
に
な
っ
宍

こ

と
が
思
わ
れ
て
な
n
ま
せ
ん
。
そ
の
中

で
心
に
和
が
育
ち
、
い
じ
め
な
ど
ほ
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
時
代
が
違
う
」

と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
か
、
人
間
の

本
質
に
は
変
化
は
な
い
と
思
い
ホ
y
。

私
に
と
っ
て
荒
川
は
心
の
故
郷
で
あ
り
、

足
立
に
育
っ
た
冫
と
が
誇
り
に
思
え
る

昨
今
で
y
。

そ
う
い
う
意
味
合
い
を
含
め
、
『荒

川
慕
情
』
と
い
う
歌
を
摎
っ
て
み
ま
し

た
。

「動物さんたちのひなまつり」
小林春歌さん(鹿浜西小3年生)

ビ
デ
オ
広
報

〝ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
〟
完
成

「
い
ま
が
青
春
!
!さ
わ
や
か

い
き
い
き
高
齢
社
会
」

念
ほ
い
き
い
忝
と
人
生
を
楽
レ
む

高
齢
者
に
つ
い
て
特
售
に
¥
じ
た
。
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

貸
出
場
所
卜

区
政
情
報
室
、
区
内
各
図
書
館

問
先

目
広
報
課
映
像
担
当

◎ 女性相談室の臨時休業　期間=2月22日～26日　相談員研修のため休業します。問先=女性総合センター女性相談室　3880- 5223
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い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
(
1
0
)

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
。
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
(

銀
河
)
と

、
シ
テ
ィ
ー
(

文
化
ゾ
ー

ン
)

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
建
物
は

、

そ
の
名
の
と
お
り

「
こ
ど
も
科
学
館
」

と

「
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

」
の
二
つ
の

施
設
が
同
居
し
て
い
ま
す

。
西
新
井
文

化
ホ
ー
ル
で
は

、
本
格
的
な
コ
ン
サ
ー

ト
や
演
劇
な
ど
の
芸
術
鑑
賞
を
…

、
こ

ど
も
科
学
館
で
は
、
星
空
の
世
界
へ
誘

う
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
、
迫
力
満
点
の

ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
な
ど
な

ど
・・・
。
一
人

で
ふ
ら
ほ
ど
立
ち
寄
っ
て
も
、
あ
な
た

を
ド
キ
ド
キ

ーワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
も
の

が
き
っ
と
待
っ
て
ま
す
よ

。

そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
施
設
の
仲
を

取
り
持
つ
よ
う
に
行
き
来
す
る
妖
精
(
?
)

が
い
ま
す
。
午
前
1
0時
、
正
午
、

午
後
3
時
、6
時
の
時
報
と
と
も
に
動

き
出
す
「
か
ら
く
り
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」

が
そ
れ
。
子
供
た
ち
だ
け
で
な
く
こ
こ

を
訪
れ
る
歹
べ
て
の
皆
さ
ん
に
、
科
学

と
文
化
の
(
I
モ
ニ
ー
を
聴
か
せ
て
く

れ
て
い
る
ぶ
う
で
す
。

栗
原
1
-
3
-
1
　

西
新
井
駅
東
口
下

車
徒
歩
3
分

あ
な
た
の
い
こ
い
の
場
所
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
{

広
報
課
} ▲ からく りモニュメント

花 だよ り

福 寿 草

別
名
「
元
日
草
」、
縁
起
の
い
い
名

前
の
こ
の
花
は
、
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
新

年
を
祝
う
花
と
し
て
、
白
砂
夲
敷
い
た

鉢
も
の
が
暮
れ
か
ら
出
回
り
、
玄
関
な

ぐ
萵

つ
て
き
ま
し
た
。

中
部
地
方
以
北
の
山
野
に
自
生
す
る

も
の
は
、
旱
く
て
も
今
ご
ろ
に
な
ら
な

い
と
墜
策
せ
ん
。
雪
解
け
を
待
っ
て

い
た
か
の
ふ
つ
に
、
残
雪
の
問
か
ら
鮮

や
か
な
黄
色
の
花
を
咲
か
廿
薫
す
。

暮
れ
か
ら
出
回
る
鉢
も
の
は
、
促
成

栽
培
し
た
も
の
で
す
か
、
野
生
の
も
の

で
も
、
旱
い
地
方
で
は
旧
正
月
の
こ
ろ

花
が
見
ら
れ
た
の
で
、
祝
い
花
と
し
て

古
く
か
ら
愛
さ
れ
て
啓
之
ぷ
つ
で
す
。

夏
の
あ
い
た
、
地
面
か
ら
上
の
部
分

は
な
く
な
0
、
休
眠
し
て
し
ま
い
ホ
す

が
、
多
年
草
で
す
の
で
、
根
を
枯
ら
さ

な
け
れ
ば
、
翌
年
も
祀
が
咲
瀲
蚤
す
。

福
寿
草
の
見
ら
れ
る
公
園
…
大
谷
田
公

園
梅
園
内
(
大
谷
田
4
-
4
)

※
公
園
灯
が
切
れ
て
い
た
り

、
ベ
ン

チ
な
ど
の
施
設
が
擾
れ
て
い
た
ら
公

園
管
理
事
務
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い

(
公
園
緑
地
課
)

絵: 小林明美さん( 江北六丁目)

青
少
年
指
導
者

養
成
セ
ミ
ナ
ー

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

～
遊
び
は
心
の
宝
も
の
～

日
時
等
囗
下
表

場
所
H
区
役
所

庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
卜
1
6歳
以

上
で
青
少
年
育

成
に
携
っ
て
い

至
ベ

テ
ー
マ

に
興
味
あ
る
方
、

学
校
・
幼
稚
園

・
保
育
園
の
先

牛
な
ど

定
員
U
5
0

人

費
用

―
無
料

申
込
卩
電
話

期
限
-
3
月

―
日

申
・
問
先
卜
少
年
育
成
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

※ いずれも木曜日、午後7時～9時

大
人
も
子
供
も

遊
ぼ
う
よ
!

千
住
あ
そ
び
ま
つ
り

日
時
目
2
月
2
1日
賄
、
正
午
I
午
後
3

時

場
所
H
子
住
公
園

子
住
大
川
町
3
5
-

上

※
雨
天
の
場
合
、
千
佳
児

童
鰓
内
で
実
施

内
容
り
ベ
ー
ゴ
マ
/

大
型
紙
ず
も
う
/
千
寿
カ
ル
タ
ほ
か

費
用
卜
無
料

申
込
卜
当
日
唐
桜
会
場

へ

問
先
卜
千
住
混
患
家
叉
館

昔
(
a
8
2
)
2
7
6
5

講
演
と
映
画
の
つ
ど
い

「
人
間
ら
し
く

生
き
る
た
め
に
」

現
代
日
本
9

え

る
様
々
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
凡
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
卜
2
月
1
9日
銜
、
午
後
2

時
～
4
時
3
0分

場
所
―
竹
の
塚
セ

ン
タ
ー

内
容
卜
講
演
「私
た
ち
の
暮

ら
し
と
人
権
」(
一
橋
大
学
教
授
・
田

中
宏
氏
)
/
映
画
「ふ
れ
あ
い
家
族
」

対
象
U
社
会
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
お
よ
び

関
心
の
あ
苓
万

費
用
日
無
料

申
込

目
電
話

申
・
問
先
川
生
涯
教
育
推
進

諢
社
会
教
育
担
当

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

スケッチあ だち このコーナーではまち の情報・話 題を

お 待ちし ていま す。

問先= 広報 係 　3880- 5111 ㈹

七草がゆの会
最近、家庭ではあまり 作られなくなった

七草がゆですが、1 月7 日、杉の子幼稚園

〔花畑四丁目〕の園庭で、七草がゆの会 が開

催さ れまし た。園 児や近所の人たち約600
人が集まり、用意されたお かゆは、約匐分

できれいになくなりまし た。

▲ おいしいおかゆ「さあ、めしあがれ」

「
じ
ん
が
ん
な
わ
」大
乗
院
　
一
月
七
日

この行事は約500年前から伝わる伝統 行事で、わ

らで作 った大蛇を境内のイチョウの木に奉納し、

無跼息災を祈るというもの。今年は景気回復を 願

い、昨年よりも大きい8m の大蛇がかけられまし

た。

特
大
の
大
蛇
に
無
病
息
災

を
祈
る

約
2
時
間
半
か
け
て
編
み

こ
み
作
業
が
行
わ
れ
た

一
輪
車
で

駅
伝
!
!

新
春
の
荒
川
河
川
敷
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
コ
ー
ス
(
虹
の
広
場
～
江
北
橋
間
)

を
利
用
し
て
、
ぎ
わ
や
か
第
5
回
全

日
本
一
輪
車
駅
伝
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
大
会
に
は
、
北
は
北

海
道
か
ら
南
は
和
歌
山
県
ま
で
、1
0都

道
府
県
6
0チ
ー
ム
(
小
学
生
の
部
4
1チ

ー
ム
、
一
般
の
部
1
9チ
ー
ム
)
が
参
加

し
、1
月
に
し
て
は
、
暖
か
い
陽
気
に

額
か
ら
汗
を
流
匚
な
が
ら
、
熱
い
レ
ー

ス
を
展
開
し
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
前
の
緊
張

の
一
瞬

一
輪
車
に
乗
っ
た
ま
ま

の
見
事
な
タ
ス
キ
渡
し
! 「成人の日の集い」に新たな誓い

1
月
1
5日
、
東
京
武
道
館
に
新
吸
人
4

干
入
余
り
か
集
ま
り
、
新
し
い
門
出

洫
具
幺
-
う
姿
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

区
内
の
新
成
人
7
千
4
2
2人を
代
表
し

て
、
森
下
健
太
郎
さ
ん
(
千
住
桜
木
二

丁
目
)
と
小
澤
真
由
美
さ
ん
(
千
住
三

丁
目
)
が
、「
よ
り
一
層
自
ら
の
人
格

完
成
を
め
ざ
し
、
最
善
の
努
力
岑
尽
く

し
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
夲
迂
べ
ま
し

た
。

華麗な調べにうっとり

新春ふれあいコンサート

1
月
9
日
、
花
畑
の
足
立
新

生
苑
で
、
特
養
ホ
ー
ム
と
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
お
年
寄

り
や
地
域
の
方
々
が
ピ
ア
ノ
と

バ
イ
オ
リ
ン
9

泓
都
薬
し
み

ま
し
た
。
演
奏
は
シ
ョ
パ
ン
な

ど
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
や
日
本
の

う
た
に
楽
し
い
お
話
し
を
交
え

た
も
の
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
き
っ

か
け
は
、
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す

る
渡
辺
冨
二
男
さ
ん
の
孫
の
綾

子
さ
ん
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学

中
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
っ
た
こ
と

か
ら
。
演
奏
終
了
後
、
渡
辺
さ

ん
は

「な
か
な
か
外
へ
行
け
な
い
の
で
、

孫
の
演
奏
を
皆
さ
ん
と
薬
し
め
て
本
当

に
冫
か
っ
た
」
と
目
頭
を
押
さ
え
て
い

ま
し
た
。

夢
の
よ
う
な
楽
し
い
ひ
と
と
き

▲ 綾子さんのお話しで会場が
なごやかに

◎ 水森亜土さんのサイン入り色
紙は次の方が当選されました。
おめでとうございます。
堤愛子さん( 栗原在住) / 寺田晴美さ
ん( 江北在住) / 日吉君江さん( 東保

木間在住) / 山崎三枝子さん( 辰沼在
住) / 渡辺まさえさん( 綾瀬在住)

古紙配合率70% 再生 紙を使 用し ています T. K. O. 240, 000


